
第 1184号第三種郵便物認可
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ミ今世紀ミも、あと 3年となった。世紀

末をおおう不安の中で、女性たちは、風に

向かつて大地を踏みしめている。逆風の多

かった昨年だが、いつも、どこかで、女た

ちの力強い行動があった。女たちの爽やか

な笑顔があった。あきらめず、主張し、前

進しつづける女たち。この力は、きっと、

逆風を順風に変え、戦争も、暴力も、差別

もない、平和で、平等な社会をつくりあげ

るだろう。あらゆる紛争を、武力でなく 、

話し合いで解決できる日本国憲法の精神が

世界の常識になる日の来ることを信じて。
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⑧同シマル
，ヮす

就戦難に泣き寝入りしない女子学生の行動で

ほ
ん
の
り

四
季
の
い
ろ

城
下
町
の
面
影
を
今
も
残
す

う
す
く
ち
の
ふ
る
さ
と
、
播
州
龍
野
。

風
の
詩
を
子
守
唄
に

ゆ
っ
く
り
と
歳
月
に
磨
か
れ
た

ヒ
ガ
シ
マ
ル
の
う
す
く
ち
は

や
さ
し
い
自
然
の
お
い
し
さ
ー
ー
ー

春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
味
わ
い
を

色
美
し
く
引
き
立
て
ま
す
。
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(2) 

「
ゴ
|
マ
ン
派
」
と
教
科
書

〈木曜日〉

教
料
置
か
ら
「
慰
安
婦
」

や
「
南
京
大
虐
殺
」
の
配
述

#
削
除
廿
ま
と
い
う
H
.
コ
1

7
ン
派
H
(
自
由
主
磁
史
観
)

の
攻
援
は
的
年
夏
ご
ろ
か
ち

は
じ
ま
っ
た
。

歴
史
の
真
実
を
見
さ
っ
と

い
う
声
は
H
自
虐
派
。
と
噸

笑
さ
れ
た
。
削
除
派
の
派
手

な
宣
伝
活
動
に
、
例
年
春
は
、

女
性
た
ち
の
緊
急
ア
ピ
ー
ル

や
市
民
の
集
会
な
ど
が
数
多

く
行
わ
れ
、

3
月
初
日
、
東

京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
で
一
関

か
れ
た
女
た
ち
の
緊
急
大
集

会
は
6
0
0
人
の
女
た
ち
で

あ
ふ
れ
た
。

そ
の
後
、
削
除
派
の
攻
勢

は
、
地
方
機
会
で
の
意
見
書

や
陳
情
の
採
沢
に
集
中
、
地

方
か
ら
中
央
へ
と
い
う
作

戦
。
市
民
た
ち
は
街
地
で
犠

会
に
傍
聴
に
つ
め
か
け
抗

線
、
新
潟
で
は
女
性
た
ち
が

ハ
ン
ス
ト
ま
で
し
て
毎

h
u

た
。
市
民
の
抵
抗
で
削
除
が

探
沢
さ
れ
た
鰻
会
よ
り
、
取

り
下
げ
、
否
決
の
隣
会
の
方

が
多
い
が
、
ま
だ
ま
だ
削
除

攻
勢
は
つ
づ
き
一そ
う
だ
。
そ

れ
よ
り
怖
い
の
は
若
者
た
5

へ
の
ゴ
!
?
ン
派
の
浸
透
。
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暗い事件が続いたイメージが強い I9 9 7年だが、「女性ニューズ」の紙面を見るかぎ
りニ τ ースから受りる感じはむしろ明るしL前向きに、言うべきことをさい、要求する女
たちの行動がいたるところにあった。本紙をかざったニュースを写真で眠り返るt
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ク
口
|
パ
ル
化
し
た
反
性
暴
力
運
動

女
性
へ
の
暴
力
の
問
題
は

と
み
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
が
、
今
年
は
特
に
戦
時
下
、

武
力
紛
争
下
の
性
暴
力
に
つ

い
て
大
き
な
動
き
が
見
ら
れ

ア」。

ω月
引
臼
か
ら
日
月
3
日

ま
で
、
東
京
支
初
の
「
戦
争

と
京
性
へ
の
暴
力
」
国
際
会

臓
が
開
か
れ
、
初
カ
国
幼
余

人
の
代
表
が
参
加
。
戦
中
の

日
本
軍
性
奴
稼
(
慰
安
婦
〉
、

南
京
虐
殺
か
色
、
景
近
の
旧

ユ
l
ゴ
や
ル
ワ
ン
ダ
等
の
レ

イ
プ
、
基
地
下
の
暴
力
、
イ

ス
ラ
ム
原
理
主
畿
の
も
と
で

の
問
題
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
戦
争
武
力
紛
争
下
で
の

女
性
へ
の
暴
力
問
題
を
酎

議。
従
来
、
女
性
へ
の
犯
罪
が

戦
争
犯
罪
と
考
え
ち
一
れ
な
か

っ
た
こ
と
#
量
視
、
国
際
法
、

国
連
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
改
革

(3) 

書
広
に
は
そ
の
手
の
一
本
が
山

積
み
さ
れ
若
い
税
者
に
よ
く

売
れ
て
い
る
と
い
う
。

そ
う
し
た
中
、

8
月
初
日

第
一
七
次
家
京
教
科
書
訴
訟
で

最
高
裁
は
7
q
T
部
隊
の
記

述
に
関
し
て
検
定
の
違
法
を

慰
め
た
。
歴
史
の
真
実
に
護

は
で
き
な
い
。

ロ
月
日
目
、
商
京
虐
殺
佃

周
年
の
集
会
。
虐
殺
を
詳
し

く
日
記
に
曾
い
た
ド
イ
ツ
人

ヨ
l
ン

・
ラ
l
べ
さ
ん
が
つ

ね
に
言
っ
て
い
た
と
い
う
言

葉
「
被
害
者
は
加
害
者
が
町
臨

め
た
と
き
は
じ
め
て
許
す
L
-

を
、
胸
に
か
み
し
め
た
い
。

変
身
l

破
防
法
か
ら
盗
聴
法
ヘ

公
安
審
査
蚕
員
会
は

1
月

白
目
、
オ
ウ
ム
真
理
教
団
へ

の
破
防
法
適
用
棄
却
を
決
定

し
た
。
「
オ
ウ
ム
憎
し
」
の

声
と
は
別
に
、
破
防
法
は
「
憲

法
の
民
士
商
条
項
に
違
反
す

る
」
と
危
倶
す
る
多
く
の

人
々
の
反
対
が
、
つ
い
に
公

安
調
査
庁
の
主
張
を
押
し
き

っ
た
。しか
し
破
防
法
の
危
機
は

去
っ
て
も
、
次
に
用
意
さ
れ

て
い
る
の
は
、
同
法
よ
り
も

っ
と
恐
ろ
し
い
内
事
持
つ

「
組
織
犯
罪
対
策
法
」
。
中

で
も
「
盗
聴
法
」
は
、
犯
罪

の
実
行
に
関
連
す
る
竃
語
、

F
A
X、
電
子
メ
l
ル
を
含

む
通
信
傍
受
宇
吾
法
化
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
盗
聴
の

対
象
は
事
典
上
無
制
限
。
市

民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
瞥
察

に
の
ぞ
か
れ
る
。

国
会
提
出
の
単
備
が
着
々

と
進
ん
で
い
る
と
さ
れ
、
今

後
、
監
視
@
必
要
大
だ
。

E
Z
Mけ
υば
池
川
崎
噛
渉
団
己

女
性
の
閣
僚
零
。
も
っ
と
の
政
治
参
画
推
進
セ
ン
タ

驚
く
の
は
、
地
方
際
会
?
o
l
」
(
市
川
房
枝
飽
念
会
主

割
に
女
性
撫
員
が
い
な
い
と
健
)
な
ど
だ
が
、
愚
近
は
女

い
う
こ
と
だ
。
こ
ん
な
不
公
性
の
市
民
運
動
か
ら
生
ま

E
を
許
し
て
い
い
の
か
。
各
れ
、
実
績
を
よ
げ
て
い
る
。

地
で
、
女
性
を
誠
会
へ
と
、
一
方
、
全
国
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

「
政
治
ス
ク
ー
ル
」
が
活
発
総
員
連
盟
は
、
政
覚
貫
仔
者

に
。
早
か
っ
た
の
は
「
女
性
に
「
ク
オ
1
タ
制
」
を
導
入

の
た
め
の
政
治
ス
ク
ー
ル
」
せ
よ
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張

(
加
藤
タ
キ
校
長
)
、
「
女
性
る
な
ど
活
発
に
活
動
。

一
九
九
七
年
。
何
と
い
う
年
だ
っ
た
の
だ
る
つ
/
骨
葉
の
不

祥
事
、
金
融
、
証
券
の
破
綻
、
監
府
で
さ
え
飽
め
ざ
る
を
え
な

い
不
況
の
な
か
、
か
つ
て
な
い
先
行
書
末
安
感
が
世
を
理
事
フ
Z

か
で
新
し
い
年
を
迎
~
一
季
。
事

P
レ
が

p
z悪
〈
な
っ
た
と

多
く
の
人
が
思
っ
て
い
る
。
四
月
か
ら
消
費
税
が
五
%
に
上
が

り
、
九
月
寸
b
雇
療
費
の
自
己
負
担
が
増
え
内
こ
h
U
在
宅

も
痛
い
の
に
、
H
改
革
H
と
い
う
掛
け
声
は
い
い
が
、
出
て
く

一
「

る
も
の
は
福
祉
の
切
り
捨
て
ば
か
り
。
卵
年
度
予
算
大
蔵
原
案

♂
…
~

は
難
病
治
療
費
の
一
部
負
担
、
母
子
家
庭
に
支
給
す
る
児
童
扶

i

柄
拘

養
手
当
て
の
住
華
の
引
き
下
げ
芸
、
書
弱
者
の
命
の

ぜ

綱
を
切
を
ち
な
内
容
だ
。
消
費
税
を
と
る
と
き
「
福
祉
に
使
い

う
」
・
4
吉
田
っ
た
の
は
銭
だ
っ
た
の
円

点

今
年
の
幕
開
け
は
、
前
年
の
暮
れ
か
ら
の
ペ
ル
i
白
本
大
使

館
人
質
事
件
と
ロ
シ
ア
一
h

ア
ン
カ
ー
離
破
事
件
。
流
出
し
主
箔

を
、
秒
レ
ゃ
く
と
バ
ケ
ツ
で
汲
み
上
げ
る
作
業
を
テ
レ
ビ
で
切

な
〈
見
な
が
り
の
一
月
だ
っ
た
。
そ
し
て
ベ
ル
l
の
解
決
は
日

本
人
人
質
こ
そ
争
責
無
費
ル
っ
た
が
、
進
入
レ

BJリ
乏

醤

殺
し
と
い
う
後
味
惑
い
結
末
だ
っ
た
。
神
芦
小
学
生
殺
人
事
件

な
ど
y
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
件
が
多
い
年
で
も
あ
っ
た
。

五
十
周
年
と
な
っ
た
憲
法
が
、
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
続
け
た

年
で
も
あ
っ
た
。
沖
縄
特
措
法
が
橋
本
、
山
決
の
+
チ
+
今
J

で

通
り
、
沖
縄
は
切
り
捨
て
、
り
れ
た
。
国
会
に
問
う
こ
少
迄
な
く

「
新
ガ
イ
ど
ラ
イ
ン
」
同
国
見
直
し
苔
れ
さ
?
仁
レ
、
安
保
条
約

は
完
全
に
質
的
変
化
・
戦
争
三
一
ュ
ア
ル
化
し
ぺ
憲
法
き

ん
と
か
n
見
直
し
e

た
い
と
い
う
動
き
も
椙
獲
や
ibず
強
い
。

逆
風
の
な
か
で
、
女
性
の
問
題
村
作
げ
は
良
く
な
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
る
さ
っ
若
宮
〆
均
等
法
の
見
直
し
(
女
性
の
深
夜

業
へ
の
規
制
が
取
り
払
わ
れ
、
男
女
共
通
規
制
も
き
ち
ん
と
で

き
る
の
か
、
不
安
も
多
い
が
)、
国
民
生
活
白
書
で
初
め
て
女

性
室
7
1
7
に
、
な
ど
進
展
も
た
し
か
に
あ
る
。
し
か
し
、
い

ま
、
女
性
閣
僚
雫
政
務
次
官
h
a帯
、
最
高
裁
畏
官
恥
梧
f

少
い
萌
る
い
兆
し
が
み
え
た
の
は
裁
判
H
世
?
っ
か
。
最
高
裁

で
は
愛
媛
玉
串
一
料
支
出
違
憲
、
第
三
次
家
永
教
和
書
訴
船
。
高

裁
で
は
横
浜
セ
ク
ハ
ラ
裁
判
、
松
谷
扇
爆
訴
也
、
富
士
里
都
の
国

籍
任
用
差
別
裁
判
帯
々
。

だ
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
力
強
い
の
は
、
少
し
で
も
い
い
世

界
h
p
h
草
の
根
で
、
あ
声
子
、
め
げ
ず
、
声
を
あ
げ
行
動
を

続
げ
る
女
た
ち
市
民
の
姿
で
ー
あ
る
π
年
末
、
沖
縄

・
名
擾
市
の

市
民
た
世
ぽ
n
経
済
効
果
u
よ
り
ρ
基
地
ノ
l
・
平
和
の
島
仁

者
選
択
と
、

川
河
4
日
の
参
蟻
院
本
会

議
場
。
い
つ
も
は
男
性
の
申

に
女
性
か
ポ
ツ
ン
、
ポ
ツ
ン

だ
が
、
こ
の
日
は
女
性
で
埋

め
尽
く
さ
れ
た
ー
ー
。
参
鰻

院
劃
股

ω周
年
記
念
に
行
わ

れ
た
「
女
性
国
会
」
。
-
般

募
集
で
全
国
か
ら
選
ほ
れ
た

2
b
2
人
が
l
回
線
員
と
な

り
、
「
女
性
の
視
点
か
ち
見

た
幻
琶
紀
の
日
本
||
男
女

共
同
参
画
社
会
を
目
指
し

市
民
権
得
た
「
ジ
工
ン
ダ
|
」

女
性
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
考
え
る
時
、

「
ジ
ェ
ン
ダ
l
」
(
社
会
的

性
差
)
の
視
点
で
も
っ
一
度

見
直
し
て
い
こ
予
と
い
う
機

運
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た
。

教
育
の
薗
で
、
ま
た
、
政

府
の
待
政
改
革
の
中
に
も
必

要
で
あ
る
と
、
N
G
0
#江
田

め
小
さ
な
学
菌
グ
ル
ー
プ
で

意
見
交
換
会
で
丹
念
に
作
業

亭
選
め
る
よ
う
に
な
っ
た
o

H
ジ
ェ
ン
ダ
l
H
と
い
う
言

葉
は
定
着
し
、
グ
市
民
権
を

得
た
H
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
は
、
ジ
ェ
ン
ダ

1
・
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ
た

事
柄
の
一
つ
一
つ
を
、
ジ
ェ

ン
ダ
l
・
フ
リ
ー
に
し
て
い

く
と
い
う
、
長
い
道
の
り
が

ま
た
強
ま
る
。

に
、
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
つ
く
り
対
処
す
る
こ

と
。
武
力
か
A
弄
暴
力
の
世

へ
社
会
そ
の
も
の
#
変
え
る

こ
と
薪
倍
界
に
向
け
て
宣
雷

レ
た
。また

5
月
弘
目
、
「
女
性

・
人
権
・
戦
争
」
笠
察
発

足
。
今
ま
で
男
た
ち
の
闘
で
、

大
し
た
間
恩
と
さ
れ
な
か
っ

た
暴
力
の
問
題
春
、
女
性
た

向
赤
字
聞
の
世
界
で
も
、
き

ラ
ん
と
取
り
よ
げ
よ
う
と
旗

揚
げ
し
た
。

均
等
法
改
正
、
ゆ
ず
れ
な
い
ぞ
労
基
法

H
努
力
義
務
ば
か
り
で
禁
か
ら
、
こ
れ
が
女
性
に
も
波

止
規
定
の
な
い
ザ
ル
法
u

と
及
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の

叩
か
れ
た
男
女
扇
用
懲
奇
危
倶
か
ら
、
撤
廃
に
反
対
す

等
法
が
、

R
角
、
ロ
年
ぶ
り
る
運
動
も
起
こ
っ
た
。

に
改
正
さ
れ
和
」
。
撤
廃
に
積
極
的
な
側
も
反

施
行
一
は

ω年
4
月
か
ら
。
対
側
も
、
労
砺
時
間
の
男
友

募
集
、
採
用
、
昇
進
な
ど
璃
共
通
の
規
制
を
求
め
て
い
る

用
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
女
従
差
点
で
は
一
敏
0

「
女
子
保
護
」

別
が
法
的
に
禁
止
さ
れ
る
。
規
定
撤
廃
も
含
む
労
働
基
準

違
反
企
業
に
は
、
是
E
勧
告
法
改
正
に
対
し
て
は
、
日
本

に
従
わ
な
い
場
合
、
企
業
名
の
労
働
運
動
一
史
上
初
め
て
三

を
公
表
す
る
と
い
う
制
裁
も
つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ

あ
り
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

・
ハ
l
が
手
を
組
ん
で
、
運
動
を

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
つ
い
て
盛
り
上
げ
た
。

も
一
応
触
れ
ち
れ
た
。
が
、
ロ
月
4
目
、
中
央
労
働
基

均
等
法
改
正
と
引
き
替
え
準
審
絡
会
が
ま
と
め
た
労
働

に
、
女
性
た
ち
は
労
働
葺
事
法
制
見
直
し
の
哩
終
報
告

法
の
「
女
子
保
穫
」
規
定
を
は
、
「
変
形
労
働
時
間
」
の

失

っ

た

。

鉱

大

、

男

女

平

等

の

深

夜

業

、

女
子
の
み
@
保
聴
が
、
女
有
期
労
働
契
約
期
閣
の
延
長

性
の
職
域
の
鉱
大
を
阻
ん
で
な
ど
の
内
容
で
、
時
間
外
労

い
る
と
し
て
撤
廃
に
賛
成
の
働
時
聞
は
男
女
共
通
の
上
限

声
も
多
い
が
、
胃
天
井
と
い
規
制
を
盛
り
込
む
が
、
罰
則

わ
れ
て
い
る
男
性
の
時
間
外
は
な
い
。

労
働
、
長
時
間
労
働
の
現
状

て
を
基
本
テ
!
?
に
討
線
。

叩
の
委
員
会
、
続
い
て
本
会

織
が
行
わ
れ
、
軍
後
に
「
国

際
社
会
で
真
の
尊
敬
が
得
ら

れ
る
国
を
目
指
し
、
ジ
ェ
ン

ダ
l
の
視
点
を
も
っ
て
各
地

で
声
を
工
げ
て
い
こ
う
」
と

い
う
宣
言
を
採
択
し
た
。

ア
ジ
ア
地
域
甘
辛
街
殉
取

を
受
け
て
い
る
子
ど
も
の
娠

は
血
万
人
と
も
、
町
山
刀
と
も
。

鉛
年
初
の
世
界
会
機
(
ス
ト

よ
ホ
ル
ム
会
畷
)
明
ほ
、

問
題
に
対
す
る
際
機
と
対
応

の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
た
日
本

だ
が
、
nnv
月
に
自
民
、
社
員
、

さ
き
が
け
。
菟
に
よ
る
「
与

党
児
童
買
問
題
等
ブ
ロ
ジ
ヱ

ク
ト
チ
1
ム
」
が
発
足
。
よ

う
や
く
子
ど
も
の
商
業
的
性

的
搾
取
を
処
罰
す
る
特
別
立

法
に
向
ゆ
て
の
作
業
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

世
界
会
繊
後
、
法
制
に
向

け
た
清
水
澄
子
園
間
員
ら
女
性

会
を
国
会
に
常
置
し
よ
う
と

す
る
「
憲
法
調
室
宮
按
置
推

進
蹟
員
連
盟
」
(
中
山
太
郎

代
表
)
に
、
自
民
、
新
進
議

員
が
大
挙
入
会
し
て
い
る
な

ど
。
憲
法
改
悪
を
懸
念
し
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
重
大
さ
を

痛
感
す
る
市
民
た
ち
も
、
懸

命
に
集
会
、
街
頭
重
恒
、
デ

モ
、
署
名
望
で
理
法
を
大

切
に
、
と
訴
え
た
。
只
角
3

日
の
憲
法
集
会
の
「
ニ
ュ
ー

ス
ペ
ー
パ
ー
」
の
コ
ン
ト
で

H
憲
法

7
/か
曾
っ
た
「
私

が
古
く
な
っ
た
か
ち
取
り
替

え
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
人

が
い
る
が
、
私
を
n
い
ち
な

い
H
と
い
う
ほ
ど
使
い
ま
し

た
か
?
」
と
い
う
言
葉
が
耳

に
残
る
。

施
行
叩
年
、
憲
法
が
あ
ぶ
な
い

今
年
は
理
法
施
行

ω年
だ

が
、
ま
す
ま
す
憲
法
が
危
な

い
年
と
な
っ
た
。
憲
法
自
条

と
安
保
条
約
の
矛
盾
は
か
ね

て
曾
わ
れ
て
い
る
乙
と
だ

が
、
そ
の
安
保
の
事
実
上
の

改
定
と
い
わ
れ
る
「
新
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
の
押
し
つ
け
。

憲
忌
改
正
吾
繭
隠
す
一
る
調
査

-
U
列
'y

別
法
切
京

μ
m
H
M体
i
l
川
円
山
本
来
γ

夫
動
不
J

ガ
ン
バ
レ
1

民
法
改
正
l

法
務
省
法
制
審
議
会
が

5

年
以
上
も
か
り
で
一
慎
量
に
審

議
、
や
っ
と
国
会
に
提
出
さ

れ
な
が
ら
見
送
ろ
れ
、
野
党

か
ら
蟻
円
四
立
法
と
し
て
も
出

さ
れ
た
も
の
の
、
い
±
お
ル
改

正
の
メ
ド
が
た
つ
て
い
な
い

民
法
改
正
。
そ
れ
で
も
女
た

ち
は
め
げ
ず
に
運
動
を
続
け

て
い
る
。
浬
扇
団
体
は
、
ア
ピ
ー
ル
、

集
会
、
ロ
ビ
l
イ
ン
グ
を
一丹

念
に
繰
り
老
し
、
法
律
を
専

門
と
す
盃
法
学
者
た
ち
が
ア

ピ
l
ル
を
出
し
也
論
に
訴

え
、
ホ
y

ト
ラ
イ
ン
開
設
で

一般
の
酉
を
募
っ
た

民
法
改
正
は
、
主
に
N

夫

婦
別
姓
M

に
仲
間
点
が
当
て
ら

れ
論
議
を
呼
ん
だ
。
反
対
派

の
理
由
は
、
別
姓
に
す
る
と

家
族
の
一
体
感
が
樽
れ
る
、

家
肢
が
崩
壇
す
る
、
子
ど
も

が
か
わ
い
そ
う
論
。
だ
が
、

改
E
案
は
、
別
姓
の
強
制
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
一
遺
沢
制
。

い
や
な
人
は
し
な
け
れ
ば
い

い
の
だ
が
。

第
一
回
「
女
の
ゼ
ネ
ス
ト
」

3
局

3
白
、
女
の
祭
り
の

目
。
全
国
各
地
で
、
職
場
や

家
慢
の
仕
事
の

-
部
を
一
斉

に
休
業
す
る
「
女
の
ゼ
ネ
ス

ト
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

北
京
会
議
で
も
女
性
の
貧

困
化
が
問
題
に
な
っ
た
が
、

男
女
の
賃
金
絡
差
は
広
が
る

ば
か
り
。
女
性
た
ち
の
働
き

が
い
か
に
也
の
中
を
支
え
て

い
る
か
示
そ
う
と
企
画
さ
れ

た
。
手
本
は
ゼ
ネ
ス
ト
で
女
忍め求を

民
法
改
正
案
は
、
別
姓
以

一

外
に
も
大
切
な
事
項
岸
与
国
ん

一

で
い
る
。
特
に
婚
外
f
の
相

続
差
別
撤
廃
。
裁
判
で
、
そ

の
差
別
性
を
認
め
た
判
決
も

出
さ
れ
て
い
る
し
、
日
本
も

批
准
し
て
い
る
国
際
条
約
に

も
闘
記
さ
れ
、
日
本
は
と
の

点
に
つ
い
て
改
正
す
る
よ
う

勧
告
ま
で
受
け
て
い
る
。

女
子
差
別
撤
廃
条
約
の
第

同
条
に
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
、
婚
姻

・
家
族
関
係
に
お

け
る
差
別
撤
廃
を
、
日
本
は

い
つ
現
実
の
も
の
に
で
き
る

の
か
。9
月
に
行
わ
れ
た
ホ
y

ト

ラ
イ
ン
で
は
、
婚
外
子
差
別
、

事
実
婚
の
も
と
で
、
国
家
猷

験
で
の
名
前
の
登
録
を
ど
う

す
る
か
、
一
方
、
家
の
墓
官
官

守
っ
て
欲
し
い
の
で
娘
に
は

姓
を
変
え
て
も
b
い
た
く
な

い
と
い
う
親
よ
ど
か
ら
、
現

実
に
即
し
た
真
剣
な
相
談
が

寄
せ
ら
れ
た
と
言
う
。

の
地
位
を
向
よ
さ
せ
た
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
。

こ
の
日
東
京
で
は
、
約
2

0
0
人
の
交
た
ち
が
、
労
働

省
の
前
で
リ
レ
ー
ト
l
ク

「
女
た
ち
ょ
。
も
っ
と
恵
に

な
ろ
う
F
」
と
、
思
い
の
た

り
を
ぶ
つ
け
たの

園
間
員
の
努
力
と
、
そ
れ
を
押

し
ょ
げ
る
N
G
O
の
一
層
の

が
ん
ば
り
。
両
者
の
連
携
で

グ
一
歩
前
進
H
と
な
っ
た
形
。

法
案
は
「
子
ど
も
の
人
権

帯
持
る
」
こ
と
砕
其
-遺
憾
織

と
し
、
凶
歳
未
満
に
対
し
て

買
春
、
人
身
鞘
貨
、
ポ
ル
ノ

#
禁
止
処
節
す
る
も
の
に
な

る
と
い
う
。
い
申
昔
話
党
合
意

に
向
け
倍
め
の
作
業
に
入
っ

て
お
り
、
早
い
時
期
に
国
会

に
提
出
さ
れ
そ
う
。
(
写
真

は、

5
同
訪
日

・
銀
座
セ
ゾ

ン
劇
場
で
行
わ
れ
た
「
世
界

会
隠
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
)

5
月
げ
目
、
改
正
駐
留
軍

用
地
特
別
措
置
法
が
衆
参
両

院
の
圧
倒
的
賛
成
多
数
で
成

立
。
「
土
地
の
使
用
期
限
が

切
れ
地
辛
示
再
契
耐
を
信
否

し
で
も
、
国
は
留
定
使
用
で

き
る
」
と
い
弓
〆
も
の
で
、
安

保
条
約
E
痔
の
国
の
政
策
が

ま
た
h
t押
縄
に
機
牲
を
押
し

つ
切
る
結
果
と
な
っ
た
。

鄭
さ
ん
、
任
用
裁
判
高
裁
で
勝
利

外
国
鰭
の
職
員
に
対
す
る
る
。

東
京
都
の
管
理
職
鼻
佳
猷
験
管
理
職
の
昇
進
に
つ
い
て

宇
あ
ぐ
る
控
辰
審
で
、
日
月
は
、
決
裁
権
の
な
い
ポ
ス
ト

初
日
東
京
高
裁
が
「
憲
法
違
に
限
定
し
な
が
ち
も
、
横
浜

反
」
と
萌
確
に
判
断
し
た
こ
や
大
阪
な
ど
五
市
が
局
長
級

と
は
特
筆
す
べ
き
だ
旦
ズ
J

。
ま
で
、
神
奈
川
県
が
部
長
級

高
裁
は
「
憲
法
は
外
国
人
ま
で
標
め
、
高
知
県
の
み
が

の
公
務
員
へ
の
就
宣
車
で
は
知
事
の
個
別
判
断
李
前
提
に

保
障
し
な
い
」
と
扇
告
・
郎
副
限
な
と
を
打
ち
出
し

香
均
一
さ
ん
の
訴
え
を
退
け
た
て
い
る
。

一
審
判
決
(
加
年
主
月
)
を
判
決
は
こ
叫
原
則
撤
堅

変
更
し
、
都
に

ω万
円
の
債
の
流
れ
を
追
憶
し
た
形
だ

轡
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と
を
が
、
一
方
で
「
完
全
癒
廃
」

命

じ

た

。

を

求

め

る

酉

が

あ

が

っ

て

い

公
務
員
の
国
籍
条
項
撤
廃
る
。

の
動
き
は
、
少
し
づ
っ
日
伊
東
京
都
は
判
決
か
ち
2
日

全
国
の
自
治
体
に
広
が
的
手
}
後
、
軍
高
裁
に
よ
t
p
uた。

み
せ
て
い
る
。
都
道
府
県
・

し
か
し
提
訴
か
ろ

3
年
余

政
令
指
定
都
市
レ
ベ
ル
で
は
り
、
普
己
ん
が
勝
ち
取
っ
た

咋
年

5
月
川
崎
市
が
初
め
て
判
決
の
意
味
は
大
き
い
。

消
防
職
宇
蒔
開
く
全
職
種
で
撤
全
国
の
国
籍
条
項
撤
廃
を

廃
。
現
在
2
県
〈
斗
巾
が
「
原
求
め
る
運
動
に
、
一
層
弾
み

則
撤
廃
」
に
踏
み
切
っ
て
い
が
つ
い
た
と
い
え
レ
宮
古

Y 

安
保
体
制
強
化

一方、

9
月
お
日
に
は
日

米
防
衛
協
力
の
新
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
内

容
は
攻
撃
主
体
の
軍
事
同
盟

へ
主
転
換
を
図
っ
た
ま
さ
に

「
戦
争
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
。

市
民
の
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ

所
で
、
大
事
な
と
と
が
決
ま

る
。
こ
ん
な
形
で
戦
争
協
力

さ
せ
ら
れ
る
の
は
イ
ヤ
だ
。

号r

-. 

日

本

が

ダ

メ

な

ら

一
I
L
O
に
対
す
る
日
本
政

一
時
の
報
告
は
お
か
し
い
、
と

大
阪
m
Z玄
性
グ
ル
プ
が
I

L
O
に
直
訴
し
た
。
勇
気
あ

る
行
動
#
事
つ
て
の
け
た
の

一
は
、
働
く
女
性
の
差
別
解
消

一
に
取
り
租
ん
で
き
た
「
ワ
ー

キ
ン
グ
・
ウ
ィ
メ
ン
ズ

・
1

y
ト
ワ
ー
ク
W
W
N
」
の

一
メ
ン
バ
ー
ロ
人
。

一
日
本
は
「
悶
一
価
値
の
労

一
働
に
対
す
る
同
一
報
酬
に
関

火 舌恢i)と育寺支

5i義~と可決
阪神灘

S
;
ω
i
 

y問、

』弁!

H

慰
安
婦
u
問
題
解
決
を
立
法
で

「
女
性
の
た
め
の
ア
ジ
ア

平
和
基
金
」
(
国
民
基
金
〉

で
は
、
元
「
慰
安
鯛
」
問
題

は
解
決
し
な
い
，

「
慰
安
婦
」
に
さ
せ
色
川

た
女
性
被
害
者
た
ち
を
始

め
、
戦
争
中
に
日
本
が
行
っ

た
非
人
道
的
行
為
に
対
す
る

夫
処
理
の
諮
問
題
を
立
法
に

よ
っ
て
解
決
す
る
よ
う
働
き

か
け
て
い
こ
う
と
一
一
つ
の
会

が
般
皇
さ
れ
た
。

ひ
と
つ
は
「
戦
後
処
理
の

立
法
を
求
め
る
法
律
家
・
有

蛾
省
の
会
」
(
土
屋
公
献
会

長
)
で
、
『
関
委
Z

設
置
法
案

と
『
↓
従
軍
慰
安
婦
」
被
害

者
に
暫
定
処
置
金
#
支
給
す

る
た
め
の
法
案
を
セ
ト

し
た
線
E
目
立
法
を
求
め
る
q

も
う
ひ
と
つ
は
-
戦
争
被
害

調
会
室
を
実
現
す
る
市
民

会
織
」
(
丙
野
麟
美
子
・
西

川
車
則
共
同
代
表
)
で
、

「
公
的
調
査
に
よ
っ
て
、
歴

史
の
事
実
を
明
ら
か
に
せ

よ
」
そ
の
た
め
の
立
法
を
求

め
る
運
動
だ
。

こ
れ
ま
で
同
様
の
動
き
は

い
く
つ
か
あ
コ
た
が
、
途
中

で
一
消
滅
す
る
か
、
廃
案
に
な

っ
て
い
る
一
そ
れ
樫
反
対
す

る
力
も
強
く
、
難
し
い
作
業

と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

百ß~~~臼 3・8吉~;1@
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蜘，ご
用
心
"
規
制
緩
和
u

の
甘
い
ワ
ナ

「
規
制
緩
和
」
さ
え
玄
れ
け
れ
ば
と
発
破
を
か
け
た
一

ぱ
、
何
も
か
も
う
ま
く
行
く
-
一

?
l
ジ
ラ
ン
ド
で
は
、

帆

と
い
わ
ん
ば
か
り
の
風
潮
よ
の
論
壇
だ
け
で

「
規
制
緩

に
、
H
待
っ
た
H
を
か
け
る
相
」
が
進
め
ち
h
、
市
民
は

集
会
が
、
開
か
れ
た
臼
多
く
の
幅
一
利
を
失
っ
た
補

「
規
制
緩
和
で
幸
せ
に
な
助
金
、
助
成
金
カ
ゾ
ト
、
政

れ
る
の
円
」
と
屈
し
た
シ
ン
府
活
動
は
民
蛍
化
さ
れ
、
力

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
「
規
制
緩
の
な
い
も
の
は
死
ん
で
も
い

相
」
の
ρ
先
進
国
H
一
一
1
1
い
方
式
で
、
労
働
組
合
は
法

ジ
l
ラ
ン
ド
が
ど
う
な
っ
た
の
上
で
は
抹
殺
失
業
串
は

の
か
、
ジ
ヱ
1
ン
・
ケ
ル
シ
高
く
な
り
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

l
(
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
教
に
し
わ
寄
せ
が
行
く
結
果
に

授
)
さ
ん
か
ら
同
置
の
現
状
ぼ
っ
た
A

同
国
の
失
敗
を
日

を
聞
き
、
内
橋
克
人
〔
経
済
本
で
繰
り
返
さ
な
い
た
め

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
〉
さ
ん
が
、
に
、
と
つ
す
る
か
、
5
0

「
規
制
緩
和
」
の
本
来
の
狙
の
力
置
が
試
さ
れ
る
時
で
わ

い
を
一
見
扱
き
、
運
動
を
し
な
あ
る
。

'9 

-・間話を

国

際

機

関

が

あ

る

サ

す
る
条
約
」
を
批
准
(
切
年
)

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
男
女
の
賃
金
格
差
は

年
々
広
大
し
て
い
る
。
I
L

O
は
是
正
す
る
レ
全
く
日
本

政
府
に
何
度
も
意
見
書
を
送

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
日

本
政
府
は
、
男
子
の
賃
金
川

に
対
し
女
性
別
と
報
告
。
た

し
か
に
入
社
早
々
。
賃
金
は

そ
う
で
も
、
長
年
働
く
ほ
ど

男
女
の
絡
差
が
広
大
し
て
い

る
現
実
は
隠
さ
れ
た
ま
ま
。

メ
ン
バ
ー
は
、
独
自
の
ネ

y
ト
ワ
ー
ク
で
一
調
べ
た
綿
密

な
男
女
差
の
デ
ー
タ
を
持
っ

て
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
疲
り
、
国

連
女
性
差
別
撤
廃
委
画
会
会

昼
、
入
植
規
約
委
員
会
宅
金
固

に
渡
し
た
。
「
私
た
ち
が
欲

し
か
っ
た
資
料
だ
」
と
歓
迎

さ
れ
、
参
考
資
料
と
し
て
一
吸

う
事
を
約
束
し
た
。
メ
ン
バ

ー
は
「
こ
れ
か
ら
は
、
国
際

的
視
野
で
日
本
を
チ
ェ
ク

す
る
こ
と
が
大
切
」
と
。

つ
る
し
状
態
の
震
災
支
援
法
一
一

阪
神
淡
路
大
鰻
災
か
ち
一
国
会
で
審
議
院
に
よ
哩
さ
れ

3
年
た
っ
た
。
道
路
や
建
物
た
。
が
、
次
の
国
会
に
侍
ち

の
裡
輿
は
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
一
越
さ
れ
た
。
し
か
し
、
臨
時

い
る
一
方
、
市
民
の
中
に
は
一
国
会
に
お
い
て
も
、
審
織
さ

生
活
基
盤
を
失
い
、
生
き
る
一
れ
ず
H
つ
る
し
u

に
あ
っ
た

気
力
さ
え
失
っ
て
い
る
人
も
言
全
車
。
そ
の
上
、
今
と
り
ざ

い
る
P

さ
ら
に
は
餓
死
#
き
一
た
さ
れ
て
い
る
「
純
災
者
生

め
孤
独
死
は
川
人
を
超
え
一
活
再
建
支
侵
基
金
制
度
」
で

た
h
ζ
の
惨
状
を
惣
つ
の
は
一
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被

公
的
漫
財
し
か
な
い
と
、
小
災
者
に
は
遡
及
せ
ず
、
救
済

回
実
さ
ん
(
作
家
)
ち
が
運
か
ら
置
き
去
り
に
草
ょ
う

動
車
め
た
そ
し
て
、
市
と
し
て
い
る
ダ
ブ
ル
パ
ン

尽
が
発
醸
し
た
も
の
#
議
員
一
チ
を
く
っ
た
感
じ
の
肢
神
・

が
立
法
化
す
る
(
法
案
は
共
淡
路
の
被
災
者
た
ち
は
、

同
で
)
H
市
民
議
員
立
法
M

「
技
々
に
死
ね
と
い
う
の

に
よ
る
「
災
智
被
災
者
等
支
か
」
と
怒
り
を
爆
発
さ
せ
て

侵
法
案
」
が
、

先
の
川
通
常

一いる。

節
目
の
年
、
イ
ベ
ン
ト
続
々

公
立
の
女
性
会
館
(
セ
ン

タ
)
の
喧
分
け
、
国
立
婦

人
教
育
会
館
ヌ
エ
y
ク
/

燭
玉
県
嵐
山
町
/
大
野
曜
館

長
が
、
開
館
却
周
年
、
横

浜
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
有
時

真
曹
宇
理
事
長
)
が
叩
周
年
、

神
奈
川
、
日
野
で
同
年
と
、

女
件
会
館
が
次
々
と
節
一
回
の

年
を
迎
五
、
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
存
っ
た
=

を
戸
門
っ
た

ま
た
、
さ
宇
$
己
ま
な
N
G

O
も
、
震
立
町
周
草
、
同
局

年
を
迎
文
、
有
意
援
な
パ
ネ

一
ル
デ
ィ
ス
カ
シ
胃
ン
を
開

一
催
、
大
い
に
そ
の
存
在
を
ア

ビ
ー
ル
し
た
で

広
島
の
中
曽
但
句
碑
に
反

対
し
て
い
る
一
、
デ
ル
タ
交
の

会
一
は
、
印
年
自
の
寸
劃
を

句
碑
の
前
で
一
花
気
に
演
じ
て

突
い
を
取
り
、
半
開
紀
、
基

本
的
人
権
の
擁
護
筋
で
屈

動
し
て
き
だ
一
白
白
人
権
協

会
一
は
、
来
た
一る
べ
き
イ
ン

タ
ー
ネ
ト
時
代
の
胃
報
公

開
法
に
つ
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
与
え
、
ま
た
、
女
子
差

別
撤
廃
条
約
の
普
及
活
動
を

し
て
い
る
「
団
際
女
性
の
地

位
協
会
」
は
、
パ
ネ
ル
デ
イ

ス
カ
y

シ
ョ
ン
で
、
h
H

性
の

政
治
参
一
園
へ
の
戦
略
を
練
っ

各
地
で
女
性
が
セ
ク
ハ
ラ

裁
判
を
闘
う
中
、
勝
利
判
決

が
回
立
っ
て
き
て
い
る
3

「
横
浜
裁
判
」
怪
訴
審
で
、

東
京
高
裁
は
日
月
初
日
1
審

を
取
消
し
、
男
性
会
計
貨
に

2
7
S
方
円
の
一
揖
再
賠
償
を

支
払
え
と
命
じ
た
ェ

5
牢
4

か
月
も
の
憂
い
歳
月
が
か

か
っ
た
が
、
セ
ク
ハ
ラ
訴
鉛

立
高
裁
で
逆
転
し
た
、
国
内

で
初
め
て
の
ケ
l
ス
。

こ
れ
ま
で
の
セ
ク
ハ
ラ
裁

判
で
は
、
「
被
害
に
遭
っ
た

女
性
は
田
和
あ
げ
、
抵
抗
す

る
の
が
当
然
」
な
ど
、
古
典

的
な
強
か
ん
神
話
に
碧
J

く

ス
テ
レ
オ
タ
J

プ
で
事
実
の

偲
定
が
行
わ
れ
て
き
た
傾
向

が
あ
る
裁
判
官
の
こ
内
戸
)

た
古
い
認
般
は
、
一
刻
も
皐

く
改
め
て
ほ
し
い
。

改
正
均
耳
立
法
に
栴
棄
の
セ

ク
ハ
ラ
防
止
綾
務
が
盛
り
込

ま
れ
た
こ
と
は
、
前
進
。
乙

川
署
員
Z

け
労
働
省
の
「
調
査

研
究
会
」
は
、
W
官
百
日
、

福
針
作
り
の
た
め
の
報
告
.

を
発
表
。

ス
ク
ー
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
や
大
型
や
研
究
所
で
起
こ

る
、
ア
カ
デ
ミ
γ
ク
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
が
注
目
さ
れ
た

年
で
も
あ
っ
た
n

環
境
悪
化
、地
球
と
女
性
と

2
n
n
D
年
以
降
の
先
進
さ
れ
た
。

国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
こ
の
環
境
悪
化
に
-
N
O
」

減
目
慨
を
決
め
る
気
懐
変
動
の
声
帯
下
す
ま
く
と
政
府

枠
組
み
条
約
第
3
回
締
約
国
を
民
自
に
女
性
た
ち
は
ど
ん

会
織
(
地
球
温
履
化
防
止
京
ど
ん
国
際
会
謄
に
出
血
帽
。

都
会
織
)
で
は
、
フ
円
円
V
8
9月
間
品
目
、
「
第
l
回
世
界

i
2
0
1
2
年
の
先
進
国
全
乳
ガ
ン
会
慣
」
と
「
引
ダ
イ

体
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
オ
キ
シ
ン
国
際
会
館
」
の
報

亭
ぬ
年
比
で
5
物
以
よ
削
減
告
県
会
が
東
京
で
開
か
れ

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
巨
た
。
環
境
汚
染
物
質
カ
人
間
、

棟
は
日
本
6
像
、
米
国
7
俗
、
特
に
女
性
に
与
え
る
影
留
や

E
じ
R
M帽
。
だ
が
、
こ
の
組
世
界
の
女
性
た
ち
の
反
対
運

み
合
わ
せ
に
愚
後
ま
で
抵
抗
動
へ
の
取
り
組
み
が
報
告
さ

し
た
の
は
鰻
畏
国
の
日
本
、
れ
、
「
日
本
の
女
性
も
沈
黙

と
米
国
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
高
#
極
り
、
K
O
-
の
問
主
げ

曹
に
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
環
て
い
こ
う
」
の
ア
ピ
ー
ル
を

境
問
題
後
進
国
日
本
が
露
呈
採
択
レ
た
。



「
メ
ン
ズ
リ
ブ
」
の
展
望

な
っ
た
。
そ
の
K
さ
ん
が
何
気

な
く
君
っ
た
言
葉
。

「
死
の
う
と
思
っ
て
い
た
ん

暴
力
を
慮
る
う
夫
(
耶
犬
)
に
、
そ
の
後
も
北
海
道
で
は
新
で
す
。
息
子
が
『
お
と
の
新

と
決
別
レ
、
新
し
い
人
生
の
旅
し
い
シ
ェ
ル
タ
1
運
営
グ
ル
1

間
短
事
を
見
つ
日
て
『
お
母
さ

立
ち
を
勇
気
を
も
っ
て
選
沢
し
プ
が
次
々
に
立
ち
上
が
り
、
札
ん
、
と
れ
だ
よ
』
と
走
っ
て
き

た
女
性
と
子
ど
も
た
ち
の
た
め
幌
、
西
胆
銀
、
旭
川
、
十
勝
、
た
。
初
め
て
電
話
す
る
見
も
知

に
、
安
全
で
安
心
で
き
る
一
時
現
在
開
mm単
備
中
の
函
館
を
加
ら
な
い
私
を

『お
ん
』
は
信
じ

避
難
所

(シ
ェ
ル
タ
1
)
を
つ
え
て
、
五
か
所
の
グ
ル
ー
プ
が
て
、
待
っ
て
い
て
く
れ
た
」

く
り
た
い
と
私
た
ち
は
思
っ
精
力
的
に
活
動
を
進
め
て
い
あ
り
が
と
う
。
あ
な
た
が
生

た
。
そ

こ

に

駆

け

込

ん

で

く

る

る

。

き

て

、

生

き

使

い

て

、

こ

こ

ま

女
性
た
ち
に
、
女
性
の
立
場
に
昨
年
末
に
宏
量
シ
ェ
ル
タ
で
た
ど
り
着
い
て
一
く
れ
た
-
主

立
ち
き
っ
た
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・

ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ホ
〈
流
会
が
存
が
娼
し
い
。
で
も
、
泣
き
そ
う

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
、
悶
じ
女
わ
れ
、
サ
ポ
ー
ト
リ
ソ
ー
ス
の
に
な
っ
て
、
恥
ず
か
し
く
て
一
言

性
と
し
て
痛
み
軒
先
か
歪
ロう
共
有
と
今
年
に
同
げ
た
戦
監
孟
え
な
か
っ
た
。

対
等
な
立
場
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
織
を
行
っ
た
。

-

2
1
4J
F
is
s-
2
2
S
282
81

を
回
開
レ
て
、
女
性
の
自
立
を
シ
ェ
ル
タ
l
の
仕
事
は
忙
し
一

h

・
，
•. 

h

，

.

P
 

徹
底
的
に
応
援
し
、
「
女
性
へ
い
。
神
経
詰
耗
す
る
し
、
体
一

ま

さ

か

，

J

わ
大
手
間
閣

の
暴
力
」
の
根
絶
宇
あ
ざ
し
て
力
も
い
る
し
、
お
金
は
無
い
し
、
一
、

、
，

t
、

-

J
2・
一
ゴ
ヌ
坦
』

4
』

活
動
宇
畠
山
げ
た
い
と
私
た
ち
は
休
み
も
な
い
。
そ
ん
な
私
た
ち
一

ト
i
h

一i
h

-

-

F

J

白

願
い
続
け
た
。

に
元
気
を
く
れ
る
の
は
、
他
な
一

権

力

構

造

が

生

む

セ

ク

ハ

つ
い
に
昨
年
三
月
、
私
た
ち
ら
ぬ
当
事
省
の
女
性
た
ち
だ
。
一

は
念
願
の

「駆
け
込
み
シ
ヱ
ル

シ

ェ
ル
タ
l
で

星

言

建

一

再

け

民

同

閉

山

国

閉

朝

川

間

凶

タ
I
H
U
開
恕
に
潤
ぎ
つ
げ
た
。
準
備
を
終
え
、
ア
パ
ー
ト
に
研
一

・
唱
団
圃
周
凶
ヨ
司
同

ad--司
咽
司
圃
岨
司
圃
・
・
2
・

一
昨
年
の

『駆
け
込
み
シ
ェ
ル

つ
越
し
て
干
と
も
と

一
緒
に
新
一

園
田
M
U即
闘
刊
悶
H
M幽
圃
圃
E
E
E
"
M
F阻
闘
H
h圃

タ
l
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
で
生
活
を
始
め
た
K
さ
ん
。
い
ま
一
九
三
年
の
京
大
・
矢
野
事
件
ハ
ラ
問
題
の
根
惨
を
自
的
に
、

約
束
し
た
『一

年
以
内
の
開
設
」
で
は
元
気
に
働
き
、
ひ
ょ
う
き
一
室
き
っ
か
け
に
明
る
み
に
出
さ
昨
年
九
月
、
キ
ャ
ン
パ
ス
・
セ

を
半
年
で
実
現
で
き
た
。
さ
ら
ん
な
性
絡
で
一職
場
の
人
気
者
に
一
れ
始
め
た
教
育
園
間
測
で
の
セ
ク
タ
シ
ュ
ア
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
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1

・
b
L
I

・

‘

，

F

‘

と
プ
レ
l
メ
ン
大
学
の
ウ
ル
ス

古

バ

捧

質

に

ゆ

さ

ぶ

り

ラ
・
ル
ス
ト
襲
を
詰
き
し

一

1
1

A

|

J

4

y
l

‘

て
「
E
Uの
男
女
平
等
政
策
を

学
ぶ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

労

働

の

実

態

を

国

際

の

場

で

す
る

Eに
決
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
企
画
で
第
十
五
回
市
川
開

働
事
務
次
官
や
花
見
忠
教
授
。
枝
基
金
か
ろ
健
助
金
も
貰
っ
て

そ
し
て
フ
ロ
ア
か
ら
は
自
由
に
い
る
。

発
言
も
出
来
る
と
い
う
の
で
、
と
い
う
わ
け
で
、
不
十
分
で

W
W
Nも
日
本
と
ロ
ン
ド
ン
な
も
改
定
さ
れ
た
均
等
法
の
も
と

ど
か
ち
総
勢
十
名
が
参
加
す
る
で
「
日
本
政
府
も
経
智
者
払
〕
言

こ
と
に
な
っ
た
c
機
会
笥
等
の
っ
て
い
る
と
お
り
に
や
っ
て

実
態
は
、
賃
金
差
別
の
裁
判
を
ね
。
リ
y
プ
サ
ー
ビ
ス
だ
け
の

し
て
い
る
私
た
ち
こ
そ
発
言
す
食
い
逃
げ
は
だ
め
よ
」
と
職
場

る
桶
利
と
義
務
が
あ
る
と
い
う
に
お
け
る
男
女
平
等
を
実
質
的

思
い
か
ら
で
あ
る
。

な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
国
際

そ
し
て
七
月
に
は
ド
イ
ツ
か
労
働
基
率
を
武
器
に
、
政
府
や

ら
C
E
D
A
W
の
委
員
で
も
あ
経
営
者
と
し
っ
か
り
論
争
を
し

る
シ
ヨ
ジ
プ
・
シ
リ
ン
グ
さ
ん
た
い
も
の
で
あ
る
。
ジ
土
不
一
l

ブ
で
出
会
っ
た
現
地
採
用
を
考

え
る
会
の
人
た
ち
も
、
ア
メ
リ

カ
や
ロ
ン
ド
ン
で
の
日
本
女
性

の
働
か
さ
れ
方
を
通
し
て
、
日

本
的
経
営
fど
告
発
し
て
い
る
。

破
綻
し
か
か
っ
て
い
る
日
本

経
済
の
宙
い
体
質
に
ゆ
さ
ぶ
り

を
か
け
、
男
女
平
等
を
か
か
げ

て
、
本
当
の
民
主
主
援
と
平
和

の
た
め
に
一
歩
踏
み
出
す
年
に

し
た
い
。
資
料
が
い
っ
ぱ
い
の
「
I
L

o墾
量
」
も
買
っ
て
ね
。
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ベルギ ブリュッセJしの開女平等書員会で

(4) 

北海道に続々と誕生

安全なシェルタ一作り

〈木曜日〉1998年 1月 T日

「
男
だ
っ
て
自
由
に
生
き
た

い」
「自
分
ら
し
く
あ
り
た
い
」
、

そ
ん
な
思
い
を
胸
に
メ
ン
ズ
リ

プ
の
市
民
運
動
春
婦
め
て
八
革

が
た
つ
た
。

「
強
く
た
く
ま
し
く
」
と
い

う
男
ら
し
さ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

受
け
競
争
社
会
に
生
き
る
男
た

ち
は
、
権
威
宍
両
を
持
ち
、
力

を
荷
一
ホ
し
が
ち
だ
が
、
一
方
で

難
局
に
あ
た
り
、
「
も
ろ
さ
」

を
露
呈
す
る
こ
と
も
あ
る
。
仕

鹿
密

~ ~ -，主主~ 

結
成
し
て
丸
二
年
な
の
に
、

次
々
と
新
し
い
国
際
活
動
が
押

し
寄
せ
て
き
て
W
W
N
(ワ
ー

キ
ン
グ

・
ウ
ィ
ヌ
ン
ズ
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
)は
休
む
暇
も
な
い
。

一九
九
四
年
の
C
E
D
A
Wの

傍
聴
、
九
五
年
の
北
官
会
議
で

の
ワ
ー
ク
シ
ヨ
Y

プ
、
九
七
年

の
l
L
O訪
問
、
そ
し
て
九
八

年
は
一
月
早
々
ア
リ
ュ
γ
セ
ル

に
「
タ
¥
こ
と
に
な
っ
た
。

E
Uに
行
っ
た
と
き
に
お
世

話
に
な
っ
た
労
働
省
の
演
口
桂

一
郎
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
で
、

E
Uと
日
本
と
の
労
働

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
す
る
た

め
だ
。
テ
!
?
は
向
と
「
経
済

に
お
け
る
機
会
均
等
と
そ
の
法

的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
だ
と
い
う
。

日
本
か
ら
の
出
席
者
は
松
原
労

(揮3種田恒物飽可)第 1184雪
第 1184き

曹を現異にとグル プのメンバ

差
別
の
な
い
職
場
を
，
J

(簡3種郵便物胞可)

自
分
ら
し
く
生
き
る
社
会
に

~ 

改憲風を追い払おう

日々の行動を積み上げて

~ 一-，主主主主

圏
吋
劃
畠

〈木曜日〉

九
月
二

1
一
二
日
に
政
府
が
発

表
し
た
「
日
米
防
衛
協
力
の
た

め
の
指
針
」

(新
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
)
は
、
日
現

「基
本
的
な
前

徐
毅
絵
筆
韓

se
gg
g
i
s
s
g
8
6
2

1998年守月 1日

エンパワ メン卜楠座風景

「リ
メ
イ
ク

・
ノ
l
ソ
ン
」

は
、
男
女
平
等
な
地
域
(
堕
村
)

づ
く
り
を
目
標
に
、
四
年
前
に

山
梨
県
で
結
成
さ
れ
た
市
民
グ

ル
ー
プ
。
中
心
メ
ン
バ
ー
は
女

性
鹿
難
者
で
、
県
内
各
地
に
ち

ら
ば
る
。
一
昨
年
、
「
リ
メ
イ
ク
・
ノ

l
ソ
ン
」
も
推
進
役
と
な
り
、

「
や
ま
な
し

・
女
性

・
N
G
O

-永
ァ
ト
ワ
1
ク
」
を
結
成
し

た
。
性
差
別
撤
廃
に
向
け
て

県
内
グ
ル
ー
プ
と
個
人
の
末
ッ

ト
ワ
l
ク
で
あ
る
。

昨
年
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

そ
の
足
場
園
め
に
力
を
注
い

だ
。
隔
月
で
「
エ
ン
パ
ワ
l
j

ン
ト
綿
座
」
を
開
植
し
、
山
梨

の
女
性
の
現
状
を
洗
い
出
し

た
。
今
年
は
、
学
習
の
継
続
と

， ¥¥¥¥¥" ¥ 

(5 ) 

男のフェスティパル

「
男
ら
し
き
」
か
ら
の
解
放

事
の
世
界
が
肥
大
し
て
、
家
庭
、

地
域
、
趣
味
に
か
か
わ
る
時
間

を
失
っ
て
も
い
る
。

私
た
ち
は
、
多
様
な
個
性
を

認
め
あ
い
大
切
に
す
る
、
そ
ん

な
生
き
方
#
晶
提
唱
し
て
き
た
。

仕
事
、
家
庭
、
地
域
に
も
加
を

張
り
、
男
の
「
も
ろ
さ
」
岸r
克

服
し
て
、
し
な
や
か
に
生
き
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
展
察
し
て
い
る
。

「
男
ら
し
さ
」
に
金
縛
り
に

な
っ
て
い
る
男
た
ち
に
は
、
私

混
混
留
選
事
前

た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
か
な

か
届
か
な
か
っ
た
。
受
け
入
れ

れ
ば
、
弱
さ
を
隠
し
て
強
い
男

#
演
じ
続
け
る
人
生
ゲ
l
ム
の

敗
者
に
な
る
と
い
う
囚
わ
れ
か

ら
~自
由
に
な
れ
る
男
は
限
り
な

く
少
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
男
に
変
化
が
見
-
え
だ

し
た
の
は
、
パ
プ
ル
が
は
じ
り

た
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。

会
社
と
い
う
僚
の
な
か
で
仕

事
に
専
念
し
て
い
た
男
た
ち
の

聞
に
、
リ
ス
ト
ラ
旋
風
が
吹
き

荒
れ
て
、
自
分
の
人
生
を
問
い

直
す
機
運
が
出
て
き
た
の
だ
。

-フ

単
存
}
中
心
に
、
北
海
道
、
東
北
、

東
海
、
関
西
、
中
園
、
四
園
、

九
州
、
沖
縄
の
各
プ
ロ
y
ク
が

独
自
の
活
動
宇
短
め
て
お
り
、

関
東
、
北
陸
味
付
準
備
中
で
あ
る
。

す
で
に
、
大
学
内
に
相
談
懇

口
を
設
け
た
高
知
大
や
院
生
中

心
の
学
内
ネ
ン
卜
で
活
動
し
て

い
る
名
古
屋
大
の
イ
ン
タ
ー
永

ツ
ト
の
ホ
l
ム
ベ

1
ジ
や
広
島

の
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
お
よ
び
全
国

事
務
局
に
虫
歯
か
ら
次
々
と

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

今
ま
で
ど
こ
に
も
相
談
す
る

と
こ
ろ
が
な
く
初
め
て
話
し
た

全
国
永
y
ト
ワ
ー
ク
が
設
立
さ

れ
た
。「全
国
ネ
γ
ト
」
は
大
学
関

係
者
だ
け
で
な
く
、
高
校
な
ど

他
の
教
育
機
関
や
諸
国
体
、
弁

護
士
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
と

連
憐
し
て
、
問
題
の
具
体
的
解

決
を
め
ざ
し
て
活
動
を
開
始
し

た
と
と
ろ
で
あ
る
。
現
在
、
大

①
 

告と新しい年への展望|
プの活動報[市民グルー

世
の
中
が
逆
風
と
い
う
な
ら
、
順
風
に
変
え
て
し
ま

え
/
女
性
た
ち
僅
冗
気
た
っ
た
九
七
年
も
全
国
各
地
で

市
民
た
ち
の
行
動
、
闘
い
が
あ
っ
た
新
し
い
年
も
も
っ

と
も
っ
と
が
ん
ば
っ
て
、
住
み
や
す
い
世
の
な
か
に
し
よ

う
と
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
少
々
う

ま
く
い
か
な
く
て
も
、
め
げ
ず
明
る
く
闘
っ
て
い
る
。
ご

う
し
た
動
き
が
あ
る
か
甚
旬
、
世
の
中
、
見
捨
て
た
も
の

で
は
な
い
と
私
た
ち
は
思
っ
て
い
る
各
地
で
実
践
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
の
人
々
に
、
九
七
年
の
報
告
と
九
八
年
へ

の
患
い
を
書
い
て
頂
い
た
全
国
的
グ
ル
ア
守
揺
域

の
小
さ
な
仲
間
ま
で
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
思
い
は

一
つ
だ

に
、
集
会
や
街
頭
官
言
、
署
名

鎮
め
や
強
員
へ
の
要
鯖
行
動
、

そ
し
て
国
会
期
顧
デ
モ
な
ど
、

で
き
る
限
り
の
展
開
に
よ
り
、

今
国
会
へ
の
「
憲
底
調
査
蚕
員

会
般
置
」
の
た
め
の
法
案
提
出

は
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

と
の
憲
五
回
に
よ
っ
て
は
じ
め

て
個
の
噂
厳
と
権
利
亭
芋
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
女
性
た
ち
。

私
た
ち
の
望
む
も
の
が
改
憲
を

必
要
と
す
る
軍
事
強
化
な
ど
で

あ
っ
て
い
い
は
ず
は
な
く
、
今

年
は
よ
り
広
く
手
を
際
、
え
て
改

憲
を
一mみ
、
憲
法
の
尖
現
を
求

め
て
行
こ
う
と
患
い
ま
す
。

メンズリブの宇習会

N E仁

こ
れ
ま
で
の
人
生
の
拠
(
よ
)

り
所
#
益
Z

否
定
す
る
と
い
う
き

び
し
い
自
己
変
撃
を
始
め
た
男

た
ち
と
リ
ン
ク
し
て
、
心
堕
か

に
多
織
な
人
生
を
楽
し
む
マ
ル

チ
人
間
へ
の
変
身
を
図
る
装
置

と
し
て
メ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー
を

一

九
九
五
年
軟
に
開
駁
し
た
。

各
地
で
の
メ
ン
ズ
リ
プ
の
鰭

活
動
の
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
ま
た
、
相
宣
芳
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
の
癒
し
包
場
と
し
て
の
活

用
が
求
め
ら
れ
た
か
ら
だ
。

一
九
九
六
年
十
一
月
(
京
都
)

と
一
九
九
七
年
九
月
(
大
阪
)

に
開
催
し
た
「
男
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
(
全
面
男
堅
議
)」は、

日
本
各
地
か
民
大
艶
の
老
若
男

女
を
迎
え
、
大
き
容
つ
ね
り
と

も
い
う
べ
き
情
報
交
換
が
展
開

さ
れ
た
。
今
年
九
月
東
京
に
舞

台
を
移
し
て
開
催
す
る
こ
と
が

す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
。

関
西
に
居
を
轡
え
る
メ
ン
ズ

セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
運
営
は
東
京
グ
ル
ー

プ
に
託
し
て
、
今
年
は
自
己
充

簡
に
当
て
よ
う
。

自
ら
の
気
づ
き
宇
拝
J

ポ
1
ト

す
る
癒
し
の
場
の
鉱
充
に
と
ど

ま
ち
ず
、
社
会
に
変
革
を
求
め

る
活
動
や
提
言
、

「男
性
学
」

研
究
の
礎
の
年
で
あ
り
た
い
と

闘
う
か
ち
で
あ
る
。

F 

女性議員3割をめざして

初当選した三ヶ日町醐宗固たづ予さ九の当選報告書

いま燃えています

の
柳
川
町
長
を
迎
r

え
た
が
、
こ

れ
ま
で
の
調
座
で
は
、
現
職
の

議
員
が
鯛
師
と
な
っ
て
〈
地
方

統
一
地
方
還
を
間
近
に
し
た
活
動
の
在
り
方
を
模
索
し
つ
つ
聴
会
の
現
状
V

A

犠
貝
の
仕
事

一
九
九
七
年
三
月
、
八
人
の
立
パ

ヅ
ク
ア
ッ
プ
す
る
ネ
y

ト
ワ
と
市
民
の
仕
事
〉
〈
情
報
公
開

候
補
予
定
の
女
性
を
壇
に
並

l
ク
を
展
開
し
て
い
る
。

の
求
め
方
と
活
甲
、
外
部
縞

ベ
、
私
た
ち
の
活
婦
は
始
ま
っ
今
で
は
甫
民
九
十
一
名
、
韓
師
に
よ
る
〈
財
思

〈デ
ィ
ベ

た
。
全
員
が
、
愛
知
、
阪
阜
の
員
=一十
名
の
大
所
帯
と
な
っ

l
ト
〉
等
実
務
の
理
解
#
市
民

各
地
で
文
聞
や
消
費
者
運
動
、
た
。

と
共
有
し
つ
つ
進
め
て
き
た
。

環
境
、
教
育
、
福
祉
に
、
さ
さ

①
市
民
に
向
け
蟻
員
酔
あ
ざ
ま
た
、
埼
玉
で
の
女
性
町
搬

や
か
な
運
動
を
そ
れ
ぞ
れ
の
仲
す
た
め
の
遇
税
構
座
⑦
爵
職
鰻
盟
撃
事
件
に
は
、
全
国
に
先
駆

聞
と
続
り
て
き
た
女
性
た
ち
で
買
の
た
め
の
合
宿
研
修
③
各
地
け
て
抗
櫨
声
明
を
出
し
、
暴
力

あ

る

。

へ

の

「女
性
を
機
会
に
」
出
前
に
屈
し
な
い
議
員
活
動
め
支
擾

2ち
七
人
が
当
選
、
既
に
駿
講
座
等
宇
緬
に
、
空
言
の
情
を
表
明
し
た
。

会
に
あ
っ
た
市
民
雇
員
も
加
報
公
開
室
め
、
市
尽
力
主
人
孤
軍
語
闘
を
強
い
ち
れ
る
市

わ
り
、

φ
女
性
を
醸
会
に
送
り
公
の
政
治
を
め
ざ
し
て
い
る
。

民
派
餓
員
に
と
っ
て
他
の
メ
ン

②
よ
り
よ
い
蟻
員
活
動
と
市
民
先
の
総
会
は
肢
阜
県
御
嵩
町
パ
ー
と
の

「知
織
・
情
報
」
の

1
1
1
S
I
s
-理

fzi
35
滋

交
換
は
強
力
な
章
と
な
る
。

と
い
う
ケ
l
ス
が
多
く
、
こ
の

・

・

・

-E・
E・
-
-
自

aaヨ
謹
珂
園
一
右
も
左
も
わ
か
ち
な
い
状
態
の

問
題
の
根
深
さ
と
被
害
者
の
痛

圃

----------E園
----EE-
-
新
人
も
イ
ジ
メ
・
セ
ク
ハ
ラ
何

手
の
大
き
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

圃

・

・

・

・

圃

圏

置

覇

市

E
a
a渇

一の
そ
の
、
元
気
に
頑
張
れ
る
の

圃
-
-
-
-
-
-
-
-
圃
・
・
・
・
・
圃
圃
園
田
闘
翠
鎗
aw

{
i
隅
臨
鴫
圃
一

る
。

・
・
・
・
・
圃
・
・
・
・
・
・
闇
闇
値

EEEBEEt-は、一
宅
ト
の
存
在
に
よ
る
と
こ

大
学
で
の
セ
ク
シ

ュ
ア
ル

・
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
・
・
隈
姻
凶
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
-
〉
一
ろ
が
大
き
い
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
重
み
出
し
て
園
圃
圃
圃
園

調

綱

引

刈

制

三

昨

秋

ノ

ル

ウ

ェ
ー
の
総
選
挙

い
る
の
は
、

日
本
社
会
の
性
差
歯
圃
圃
・
・
・
・

4
J靖
・

・

・

罰

az--伊丹
Jfチ
ン
グ
。
四
劃
が
女

別
情
造
fr普
慣
に
し
た
大
学
の
淘
鑓
製
鋼
翻
瞬
間
日
同
川
崎
F
ー
ン
除
幽
圃
圃
・
園
田
園
圃
ζ

た

一性
議
員
の
一国
で
私
が
学
ん
だ
と

男
性
支
配
で
あ
り
、
大
学
の
教

S露
問

調

園

田

岡

創

立

一と
は
女
性
の
警
に
よ
る
ク
オ

買

と

学

生

院

生

、

室

長

流

A

鶴
間
川
引
副
主
1
タ
制
の
喜
一
と
政
治
華
。

貝

、

教

員

・

職

員

・

壁

間

の

-

会

ム

与

語

?

目

11-Uン
丑

一

政
策
や
演
説
の
仕
方
、
高

言

語

力

重

で

あ

る

。

ぺ

鼠

1

R

1
11Y
鏑

闘

関

匙

一

2
り
方
等
、
主
に
向
け
た

さ
色
に
大
学
や
学
界
は
閉
鎖
全
ジ

1

72i
行

制

恥

相

舎
の

一訓
練
講
座
の
継
続
が
大
き
な
力

的
な
上
に
、
書
さ
れ
た
知
の
ケ
ポ

一

ド一品

'劃

E
E前
一
と
な
っ
た
と
も
聞
い
た
。
盟

，

、

，

を1

・

1

4
抗

-

a
・
・
・
・
・
・

5
1
一

震

を

パ

ッ

ク

に

「

喜

か

大

~

ン

ト

一

-y
j

困
・
・
ぷ
-
ゃ
利
権
に
関
係
な
く
人
間
関
係

学
の
先
生
が
」
と
幻
想
#
泊
か
p

〆

四

一

HLE--.，ッ
か
一
が
縄
へ
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
女
性

れ

き

、

主

主

績

・

ソ

J

h
弘
司
tよ
戒

長

一

の

連

情

の

強

さ

が

あ

る

と

思

業
績
評
価
権
を

2
5ト
間

町

ふ

-ta露
目

全

穆

一

ぅ

。

力
の
大
き
さ
は
被
曹
者
を
沈
黙
」
、

d
F
a

J
樹
h
鍾

幽

・

一

当

ネ

ッ
ト
も
、
A

「
年
は
選
挙

公

1

1

1

、
必
躍
闇
一

さ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。
ま

さ

グ

一

伊

f
-1
A明
刈

噸

幽

闇

一

H
O
W
T
O講
座
を
予
定
。

に

大

学

は

セ

ク

ハ

ラ

が

起

き

や

円

j
m遺
書
苅
輔
圃
一
九
九
年
、
市
民
諜
女
性
警
一
一

す

く

、

告

発

の

声

を

あ

げ

に

く

白

人

い

溢

鴎

瀦

判

ヲ

〓

圃

一

躍

を

め

ざ

し

て

頑

張

り

た

一

い

場

な

の

だ

。

円

お

配

料

幽

鶴

崎

.
歯
応
圃
・

一い
。

z
z
z
z話
事
努
語
放
車

MEMUZZ諺
宰

g
z
z
z
z荘
話
器
移
主

gzzzanGZ主役
muzm喜
多
吾
輩
軍
主
宰

zzmuzg主
宰
勿
君
主
君
童
話
移
喜

び
つ
き
、
ネ
ァ
ト
ワ
ー
ク
で
広

一緒

E
L巳
調
唖
閣
唄

b
E一伊
車

T
F
υ
7
2

が
り
と
活
気
の
あ
一室
に
な
っ

旧

n
E
J
-一
一

面

コ

ョ

ー

ヨ

£

L
C
J
4

て
き
て
い
る
。

さ
で
、
今
年
は
、
ア
メ
リ
カ

平

和

に

対

す

る

沈

黙

は

危

険

の
言
い
な
り
に
「
撃
が
で
き

1

1

る
国
づ
く
り
」
、
憲
法
改
悪
を

閣

圃

同

凶

川

刷

凶

ハ
凶

問

問

刷

凶

判

]

で
講
演
会
を
聞
い
た
り
、
秋
に

目
指
す
日
本
政
府
に
対
し
て

-
司
町
同
圃
司
副
岨
圃
・
・
『
町
叫
圃
日
国
四
暗
唱
ヨ
・
・
-

は
、
連
続
二
i
三
回
の
開
座
を
私
た
ち
市
民
が
黙
っ
て
い
て
は

-
E
H
H
H

，“-
-
-
-
F
H
H
M刷
駅
附
幽
E
F圃
E
園

開
い
て
い
る
。

大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
レ
ま
う

八
年
前
の
八
九
年
、
「
日
の
げ
合
う
自
由
な
活
動
の
場
と
し
ま
た
、
湾
岸
戦
争
を
契
機
に
、
と
い
う
危
機
憲
論
か
ら
、
乙
の

丸
・
君
が
代
」
の
強
制
化
を
進
て
、
平
和

・
憲
法

・
歴
史
教
員
同
軍
事
的
同
際
貢
献
・
日
米
安
保
状
況
を
よ
り
広
く
膏
え
る
場
を

め
る
学
習
指
導
室
領
の
撤
回
を
を
メ
イ
ン
テ
1
7
に
年
四
、
五
の
強
化
、
憲
法
改
悪
に
突
き
進
少
し
で
も
多
く
作
り
た
い
と
思

求
め
る
動
き
空
軍
国
的
に
広
が
回
の
器
会
を
中
心
に
活
動
レ
ん
で
い
く
臼
本
政
府
に
対
し

っ
て
い
る
G

り

、

立

川

で

も

文

部

省

に

呉

蟻

て

い

る

。

て

、

「平
和
憲
法
乙
そ
が
現
実
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
私
た

を
唱
え
る
声
が
、
峨
々
な
市
民

「私
た
ち
は
、
日
本
の
侵
略
的
な
平
和
へ
の
道
」
と
の
思
い
ち
の
き
一
ち
ん
と
し
た
歴
史
認
憾

の
聞
に
広
が
っ
た
。
そ
の
後
、
の
歴
史
者
ま
だ
幸
お
ι
知
ら
な
す
か
ら
、
国
際
政
治
、
平
和
問
題
に
基
づ
い
た
も
の
で
な
い
と
癌

こ
の
活
動
が
母
体
と
な
っ
て
生
ぎ
る
」
と
い
う
臨
機
か
ら

新たな世界の標準ヘ。
ノートパソコンは、ここから変わる。

守山手当';;-r，(QNEC

歴
史
殺
し
は
戦
争
の
準
備

区
強
会
の
例
の
よ
う
に
「
従
軍

慰
安
婦
」
記
述
の
〈
充
実
〉
を

求
め
る
政
府
あ
て
愈
昆
曹
を
採

択
す
る
蟻
会
ま
で
あ
ら
わ
れ

た
。
そ
し
て
そ
の
前
後
、
右
派

勢
力
が
請
願
陳
情
を
取
り
下

げ
る
と
い
っ
た
事
聞
か
続
出
し

た
G

(

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
創

り
出
す
上
で
、
F
A
X通
信
『
は

ね
か
え
そ
っ
・
ニ
ュ
ー
ス
』は、

一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
)

し
か
し
、
こ
れ
で
問
題
が
終

わ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
と
と

は
序
章
の
ペ
l
ジ
を
め
く
っ
た

に
す
ぎ
な
い
昨
秋
自
民
党
は
、

同
党
教
育
改
革
推
進
会
議
の
提

肯
を
党
の
文
教
政
策
と
し
た
。

そ
れ
は
「
国
や
郷
土
を
愛
す
る

こ
と
」

「日
本
人
と
し
て
の
国

家
観
の
育
成
」

「日
本
の
歴
史

.
伝
統
に
諮
り
宇
持
た
せ
る
こ

と
」
な
ど
に
璽
努
置
い
て
、

教
育
基
本
法
を
見
画
す
こ
弁
務
」

視
野
に
入
れ
て
い
る
。

こ
の
動
き
は
、
新
ガ
イ
ド
う

イ
ン
に
基
づ
く

「戦
争
で
き
る

国
際
国
家
」
作
り
の
た
め
に
は
、

若
い

「国
民
」
の
頭
の
中
身
を

変
え
ね
ば
な
ち
な
い
、
と
彼
ら

が
考
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
〈
歴
史
殺
し
は
戦
争
ゐ
車
備
〉

で
あ
る
。
今
年
は
、
愛
国
教
育

や
歴
史
改
ざ
ん
工
緩
と
の
た
た

か
い
を
強
化
す
べ
き
秋
(
と
き
)

で
あ
る
。

グ
自
賛
4
右
派
勢
力
と
開
明
つ

昨
春
か
ち
使
用
さ
れ
て
い
る

中
学
校
埜
語
教
科
書
に
掲
載

さ
れ
た
「
従
箪
慰
安
婦
」
に
関

す
る
保
業
攻
撃
し
、
こ
れ
を

削
除
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き

は、

一
昨
年
の
初
夏
あ
た
り
か

ら
は
泣
詰
っ
た
。

右
派
勢
々
の
こ
の
動
き
に

は
、
多
一様
な
側
面
が
あ
り
、
中

に
は
教
科
書
執
筆
者
や
教
科
書

会
社
へ
の
脅
迫
さ
え
合
ま
れ
て

い
る
が
、
政
府

・
文
部
省
に
削

除
を
迫
る
戦
略
の
中
心
に
位
置
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女の主張を突き出す

こ
で
ど
の
よ
う
に
担
保
す
る
か

の
問
題
も
岡
ま
っ
て
い
な
い
。

母
体
保
護
法
施
行

一
年
目
の

法
に
改
正
さ
れ
た
際
、
女
性
の

E
時
に
謝
野
も
さ
れ
な
か
っ
九
月
二
十
六
日
に
は
、
「
リ
プ

視
点
が
全
て
盛
り
と
ま
れ
な
か
た
。

ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ

っ
た
こ
と
に
憤
っ
た
女
た
ち
私
た
ち
は
中
絶
が
畳
普
の
選
ツ
の
理
念
に
立
っ
て
法
制
度
の

が
、
自
分
た
ち
の
手
で
新
し
い
沢
だ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
む
改
正
砕
き
め
て
検
討
す
る
」
と

法
案
を
つ
く
る
司
メ
」
、
そ
@
年
し
ろ
女
が
、
自
分
の
か
ら
だ
に
の
参
院
付
帯
決
議
の
実
行
を
求

の
八
月
か
ら
活
動
を
ス
タ
ー
ト
つ
い
て
の
E
確
な
知
搬
や
情
報
め
て
厚
生
省
交
渉
を
行
っ
た

さ
せ
た
。
避
妊

・
中
絶

・
不
妊
を
得
て
、
事
ゃ
な
い
妊
娠
を
防
が
、
厚
生
省
に
そ
の
意
思
は
な

手
術
に
レ
ぼ
っ
て
、
カ
イ
ロ
人
ぐ
手
段
章
子
に
す
る
こ
と
が
不
い
。
胎
兜
条
項
を
入
れ
た
い
と

口
会
緩
や
北
京
行
動
綱
領
の
一
理
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
の
盛
婦
集
団
や
中
絶
反
対
派
の

念
も
盛
り
乙
む
も
の
だ
。

各
地
域
に

「か
ら
だ
と
性
の
相
動
き
も
あ
り
、

「荒
だ
て
た
く

一
年
か
け
て
蟻
輸
を
重
ね
、
政
所
」
支
設
置
す
る
こ
と
を
国
な
い
」
の
が
査
口
の
よ
う
だ
。

九
七
年
五
月
十
目
、
「
母
の
日
」
や
自
治
体
に
求
め
た
。

日
本
の
法
俸
は
、
政
府
提
案

に
ひ
っ
か
け
ず
ん
法
案
を
発
表
レ
そ
し
て
、
人
聞
の
「数
や
貿
」
で
な
け
れ
ば
踏
員
立
法
で
あ

た
。
医
師
の
認
定
や
配
偶
者
の
の
管
理
や
母
性
主
義
の
普
及
に
る
。
法
案
実
現
の
た
め
に
は
、

同
意
を
得
る
こ
と
な
ミ
、
女
性
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
経
験
、
国
会
に
法
案
#
持
ち
込
ん
で
く

(
中
絶
以
外
は
当
事
者
)
が
か
熱
意
の
あ
る
民
間
人
の
登
用
を
れ
る
鰻
員
と
の
合
意
、
と
の
法

ら
だ
の
主
体
者
で
あ
る
と
と
を
考
え
た
。
が
、
維
が
そ
れ
#
決
案
が
必
要
だ
と
す
る
世
論
#
盈

基
本
的
人
権
と
し
て
明
記
。
そ
め
る
の
か
、
国
や
自
治
体
の
袈
り
あ
げ
な
け
れ
ば
さ
り
な
い
。

れ
に
反
し
た
場
合
は
書
罪
に
務
を
ど
う
定
め
る
の
か
な
ど
間
今
年
は
に
草
か
に
女
の
主

問
わ
れ
る
項
鼻
}
入
れ
て
、
堕
題
が
残
っ
て
い
る
。

張
室
別
に
つ
き
出
し
、
法
案
を

胎
扉
宇
蕗
止
レ
だ
。

ま
た
、
自
分
の
意
思
fr蓑
明
完
成
さ
せ
て
司
会
へ
の
提
匝
を

優
生
保
護
法
下
で
は
強
制
不
し
に
く
い
、
表
柄
し
え
な
い
と
め
ざ
し
た
い
。

妊
手
術
が
行
わ
れ
た
が
、
法
改
さ
れ
て
き
た
人
々
の
権
利
廷
と

女たちの手で新法案を

「を
長
九
と
性
の
法
俸
を
つ

く
る
女

2
宮
」
は
、
九
六
年
五

月
、
優
生
田
町
護
法
が
母
体
保
腹

「
北
欧
の
政
治
か
ら
」〈三
井
)、

「
地
方
行
政
と
高
齢
者
福
祉
」

「
選
挙
の
や
り
方
あ
れ
こ
れ
」

な
ど
十
項
目
。

議
員
に
な
り
た
い
女
性
、
女

性
を
議
会
に
送
り
出
し
た
い
女

性
・
男
性
が
、
情
報
交
換
し
な

が
ち
、
選
挙
に
向
け
て
エ
ン
パ

ワ
ー
す
る
場
と
し
た
い
。

地
方
の
女
性
を
取
り
ま
く
状

況
は
、
性
別
役
割
や
家
意
識
に

基
づ
い
た
慣
習
や
(
女
性
に
も

強
い
)
男
尊
女
卑
磁
轍
等
々
、

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
も
の
が
あ

る
。
「
リ
メ
イ
ク
・
ノ
l
ソ
ン
」

の
メ
ン
バ
ー
は
、
み
な
贋
作
業

を
損
い
な
が
ら
の
一
活
動
。
苦
闘

は
続
く
が
実
的
易
る
一
年
に
し

た
い
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

，rM 

暁雲cr-
こ
め
市
民
、
グ
ル
ー
プ
の
特
集
記
事
は
8
面
に
も
掲
載

-より肉曹が充実したfオールインワンJ・
.インターネットに・過な高車56KbpsのFAXモデム

+FD&CD-RQMトライフパyテリを岡崎内蔵

・rMicrosoft<lllnternetExplorer 4.0 Jを緩準搭般

.選べる置新町ワ プ口&表置すlJ'jフト

..，.，.<1 CAflー摘。lr.ed- ;tJU .~三111.8 .FullBanll 
川 町…・E.ce197………97'0.…. 

( Ser~岡山・叫師}

・世に立つソフト
.cるめ10，Windows~9同5v・ .5ion4.0 R剖帥5・'.C・Rす1<0と全国臨 lorWindo.....so!l田
・より音質にこだわったサウンド繍健・
.オーセノティ yク社副町高性能フラァト/Cネルスピ カ措置

モデルもご用意(LV16CIN針。

.低音をよりリアルに再現する「ウ ファJを全モデルに揮準搭殴

$ 
.額世界観準を先取りした先遣繍能・

.周辺横揺ごとに異なっていたコネクタの形世を統一。撞聾スγキリσ)fussJ

・周辺檀器を接続するたげで自動的に箆醤股定可能与rPlugand PlayJ 

+Plug and Playに対応した高速32ピットパスrCard包usJ

・置になるハードディスク等の音をくんと削減 「静音殴酎J
・サスペンド状態からのスピ ディな起動を実現するrOnNowJ 

.本体だけでなく周辺担器も吉めた細やかな宙エネを実現するfACPIj・1
ゃー傾の積院11W，ndoW5⑧"またUWlnd。川 N，・"で実現する予定です

・1:AC川別刷醐惜闘した制

・より高性能を実現したカラー漉a・
・12.1インチの見やすいTFTカラ 萩晶を装帽

(LV16C/NS. LV16C/WSI. 
.高性能ながらハイコストパ7ォーマンスを実現した

「ハイレスポノス DSTN高晶モデルJもご用意(LV13C/WDJ

応501.J12槽"‘松沈.賓賓

女を、微妙にする香り

..師長M
'"・0""

Lα:VieィNX
l?~n~iH明.s…… 

LaVie NX lV13( 高性能ながらハイコストバヲ才一マンスを実現した多慣瞳オールインワンモデル.
L制改νWO .....1011"11偽 36唱。001'1ょη段別
./''''0;・，叩 シ町 l..m""'Ct.，"1由刷地酎崎温DCT.IIIOMFO~'1'7 ..酬嗣t)~ ，.L.. '、，. ') 1...肉.. 12 山川凶事A問TN 1J' ­
M 駒山---.，;，，，，..号'125・1I.1I...1';"IIA山岡町明暗."'0.'11'1.

LaVie NX LV16C 高性能査一台にオールインワン.さらに置いやすいハイデレードモデル.
lVl6C/NS 楓軍陣格。20.0001"よ川震別 LV循C/WS D""納刊、0001'1よ何段桐
山山崎町川プロto."11“刷...大20..畑町・12.11':.-1-噌"T"TF閉山山.刊 Jト."μ 笹J2"1C8・""'__11柑
山崎m・0・m・竃日ヲ柑.，，-!!;..，.，，?柑押，H‘*JI.;lt:-;/Jt，.Uこ刷出師同.酬t>o.F....t-;-J..

PC9B-N)(シリ4
""の'0"・・"ンリー'"マイクロJヲト健v・・l.f.:PC'71、ートウzア
テザイニJにいち_<H庖さらにマイクロノフト径とイ〆テル鍾..鴫した町..
..PC・-シ:1"1.""イν..・リした'"ニパーゾナルコム〆ピ，-，の
省虜ζ創.t....・~t: fl 't N・w・..副旭川 .cてT

丹!aと呼ばれたJill、E!aの物l前 その丹!af.向車
からよみかえった沙::llfの 丹り SASO

心を微妙にゆらす 神絶問~f~丹りの)}

;r 
‘.・" ‘.， 
.. ー噂 引

園恥

Deslgfled ror 
:.............司冒
J… .一，… ー….ー.← 
Mrcrosoft. 

WmdowsNTe 

w，吋ows.95

.一…，升，.刷包泊淵健耐笛 山 '叫首川匂、、 s川愉 叩 e寸一，炉 ".r，.1守b 凶 ，ベ宅 川…一u喰 、¥， .~ c⑥↓… 
d附‘"吋 l同W臨即""山山唱叫~叩拘m山，川s 、叩e刊山叫引、s即』川同W慨鮒即e引"吋m…川一榊 伊町2 刊"川川句叩~， ~"U山，~叫s川伺 '''J ，1司、ザ句げ炉 F櫓~.. .: I侭‘ 叫 ".、時 .仇、 什 引 R札".... 川川‘叫"川 "ηt拘"叫e凶紙 J険" ;.，~-')It，~ft! ." ...，; . J ， ~，喰 r..: lH' 1"" J' .; ."""... ，川崎町噌l
h防相・[Ji1， A~ 勝三 、.，. "~・ ・0・間引 b，蜘酬，，，，，..聡 円台"".川、負岨k旬、下・."1ド ， ，騎.t'" '，0¥. ト マ ~' !'e. ~I 門 --，jリ.(tfJ健同引例陶 判 巾l 関 ，l! " ミJ、 幻 比 J1 :..，. ‘ ・何時ト'-Irf"!'l1:.r I tH崎a究開局 るよ t '~ hの今，吐 く"伺，.、くと3

PC98・NX、PC・9800シリーズに関する | ・HECパノコンインフυーシヨノセノターフリー，イヤル 削20.60-9821*trt崎闘900-1700健闘伸〈 ・同友情・9 ビス HEeパノコ川・FAX'1ーピス董・ 03・3769-98引 大町 06-304-9821 1 <怠広告に関するカタログを釜し上げます 〉
| 醐....!ムL.O，.，lリo 凶凶岬.附 リ 1けLo凶w引川，.2 ， . ，_ 闘〆ιニr 川 0' .軒イ作ノ川， 事J沖ト ..，加川山帥川耐f佃。m副b剛聞 l附川p:lI..問同叫c帥 i酬凶.1'肝 1 ハ

情'縄-を右腿の情縄樋倹サ一ピスにより提侠していま1京Eに~ 1 ~パ Jコ ν'.慣園町'CC凶。8肝..  町C-YAHJ州叫ECPCH川i川川..，凶s.山F刊川....'(;曲。附E目"川N肝F町o 電醐組.~'FAX・~CU<柑同叫bID' C1 <t.: ~ぃ 1 ，閃 0'..同区芝 ~7 1 Nfて1018530t"，v，.川内ニユ ズ1明 創刊.'1<日い

笠間]-5ó4 1~ 4 7 46

"問札、合わ付先]

山之 内製司臨時似品'貴州セ J タ

効能・効果かぜの初期の諸症状 発血、寒け、頭痛、肩首筋のこわはリ、轟閉、轟水、のどの痛み

この医薬品は、使用上の，主意をよく読んで正しく服用してください'宅 金喝 d・・t...."':1.哨"

Kmf 5.9001'1 

JHIJEIDO 

p、ルファム 20m' 11.9001'J 



(6) 〈木曜日〉1998年 1月 1日:;p; 一.::a. ーー"塗3t: {揮3種郵慣物毘可)第 1184号

一 第 1184号(輔3橿郵慣物飽可):;p; .::a. "主主3t: 〈木曜日〉1998年 1月 T日; (7) 

'98 青
木

や
よ
ひ

川
臨
静
岡
県
伊
東
市
八
幡
野
伊
豆
宵
間
以
問
l
λ

nU民-zhIu-，.民UA品
Te内OAヨnυn，e

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

l冒玉白;t，
【 曲坦 有三玉お

A雲海み
00曹

::五酉ゅ
iiE突き
主主謹

90七

03五

日
本
家
族
計
画
連
盟
事
務
局
次
長

戸

野

由
利
子

路
町
蜘
東
京
都
新
宿
区
市
ヶ
谷
田
町

一
ー
一
O

n
u
の
0
・
q
u
q
L
c
o
n
g
・
A
U
τ
n
U
A
噌
E且

赤
松

良
子

財
団
法
人
横
浜
市
女
性
協
会
理
事
長

有

馬

真

喜

子

m
m
樹
揖
市
両
院
み
な
と
み
ら
い
二
一

ラ
ン
ド
マ
l
ク
タ
ワ
l
m
F

nua常民J-n，an4Am--'A'Sのdnd

F
A
X
0
4
5
2
2
4
・
2
0
0
9

弁
護
士品渥

五美
o 市

:zt雅
2jZ子
4訂
21レ-
6 七
23 1 
4F二

旧
ユ
l
ゴ
の
子
供
た
ち
を
支
慢
す
る
会

安
藤

人
重
子

応
酬
川
崎
市
町
山
M
新
作
丘
一
。

婚
外
出
生
相

E
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
会

女
性
技
術
士
の
会
会
員
/
河
川
専
門

安
東

尚
美

制
服
京
都
府
八
幡
市
八
幡
土
井
一
O
一
一
|
五

0
7
5
・
9
8
2
-
9
1
6
2
(
F
A
X
同
)

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

安
東

美
佐
子

m
町
四
船
幅
市
直
見
向

一O
l

一l

O

0
4
7
4
3
9
・
9
5
0
1
(
F
A
X
同
)

天
野

正
子

四
間
東
京
都
杉
並
区
土
井
常
一
一
一
一
-

東
京
大
空
製
初
年

イ
ラ
ス
ト
マ
νプ
「
平
和
へ
の
道
し
る
べ
」
を
つ
く
る
会

伊
藤

哲
子

m
m
東
京
都
江
東
日
大
品
二
l

六

九

一

n
u
q
d
q
d
a
u
q
J
V
ヮ
，
e
o
o
n
v
n
w
d
n
u

豊
館
町
議
会
議
員

秋
元

美
智
子

担
川
川
L
I
臨
府
機
能
郡
岨
倒
町
斬
光
風
白
五
!
一
O
l
四

AU守'q4巧
'
η
0
0
0
・
民
1
U宅
anU刈守

日
本
地
震
学
会
会
長

石
田

瑞
穂、

制
制
川
酬
・
次
一
岨
叫
つ
く
ば
巾
報
ふ
一
ll

h
1

O 
"吋

山
口
放
送
株
式
会
社
取
締
役

テ
レ
ビ
創
作
局
長

磯
野

恭
子

市
剛
山
口
県
徳
山
市
公
園
医

0
8
3
4
・
3
2
0
3
Q
U
6
0

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

板
垣

ま
さ
る

m
m
γ
葉
山町田
忘
野
市
袖
ヶ
浦
r
n
七
七

n
u
A
守
ヴ
，
A
噌
-
R
u
q
A
R
d勺
2-A--qu

昭
和
K
子
大
学
女
性
文
化
研
究
所
教
侵

伊
藤

セ
ツ

即
仰
東
京
都
八
五
f
卜
巾
耐
ヶ
丘
|
一ヒ
|
八

0
4
2
6
・
3
5
9
9
1
2

池
谷

ま
ゆ
み

担。
附
F 幽

A ~長
X 忠
00主
44ャ
55 [1} 

r~ 
77 t十
阿I
1 4"'~ 
5 1 -

01-'-
301 
8 7)と
47こ

タ
イ
園
児
童
買
春
被
害
者
の
更
生
と

買
春
予
防
を
促
進
す
る
会
・
代
表

伊
藤

瀧
子

同
制
点
川
町
帥
大
川
区
阿
川
岬
凶
一
A
l

-
-
。

0

3

3

7

5

4

6

3
7
8
 

幻
世
紀
の
結
縁
と
葬
迭
を
考
え
る
会

ノ
ン
ア
ィ
ク
ン
ョ
ン
作
家

井
上

治
代

間
附
則
東
京
都
附
川
谷
阿
北
Q
山
l
八

一
八

0
3
-
3
3
0
0
3
6
8
8
 

和
光
大
学
教
員

井

上

輝

子

助
制
東
京
都
町
田
市
金
井
町
二

一
六

O

和
光
大
学
内

0
4
4
9
8
8
1
4
3
1
m
 

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
を
考
え
る
」
誌
発
行

石
111 

逸
子

山
脇
東
京
都
葛
飾
区
奥
戸
六
|

八
1

一
七

0
3
3
6
9
4
4
3
6
9
 

-生(樹
.1-.産ア

川正
ネl

-ノ~
l:I:l 卜レ

記事I
務ン
局ヨ
長ン
代
表
取
締
役

印
即
事
M
都
世
'
O
一
回
出
(
作
1
9
t
L
ハ
O
問

0
3
・
5
4
8
5
・
5
2
1
2

梅
田

ひ
ろ
子

閣
制
大
阪
市
北
区
西
天
満
三
1
一
|
六

辰
野
西
天
満
ピ
ル
5
F

肱

ア

ス

テ

ム

0
6
・
3
6
7
1
6
1
1

F
A
X
0
6
・
3
6
4
・
3
2
4
2

江
口

裕
子

巾
附
叩
仙
東
京
都
練
馬
区
向
山
三

|
一
ー

一

O

0
3
・
3
9
9
0
1
6
6
9

エ
イ
ポ
ン
女
性
文
化
セ
ン
タ
ー

凶
附
東
京
都
新
市
区
西
新
宿
三
l
-
一
0
1
二

東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
タ
ワ
1

0
3
・
5
3
5
3
・
9
0
0
2

F
A
X
0
3
5
3
5
3
9
0
2
0
 

津
田
盤
大
学
ウ
ェ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
長

品江
It尻
59議
33立美
ijE穂
99，子
70 

990 

女
性
史
研
究
家

江
刺

昭
子

却
制

憤
浜
市
中
区
矢
口
台
九

一
二
O
九

0
4
5
6
2
3
6
7
2
3
 

独
身
婦
人
連
盟
会
長

大
久
保

さ
わ
子

白
山
剛
東
京
都
文
京
区
小
石
川

-
-
t
|
三

0
3
・
3
8
1
6
・
1
6
0
5

大
野

躍

印
刷
剛
東
京
都
目
回
開
区
目
照
本
町

五

ヒ

一
O
l
六
O

参
議
院
議
員

大
淵

絹
子

明
則
東
京
市
千
代
田
区
永
田
町
一
一
一
一

参
議
院
会
館
三
三
三
号
室

恵
泉
女
学
園
L
入
学
教
授

大
日
向

雅
美

l師
郎l
F 点
A 点
x ~~~ 
00[;( 
33阿
係4
33有3
441 
99 
9817 

02，、
661 

~ 6 cj 
64 

岡
部

伊
都
子

東
京
女
学
館
短
期
大
学
教
綬

尾
形

明
子

窃
閥
横
浜
市
庁
能
医
す
す
き
野

一
五
円
八

nv泊守Fhd・nwdAυの，ae民1uaυqd'且

弁
議
士
・
参
議
院
議
員

大
脇

雅
子

l田冊。114 lXIrI 
官名

芸山
与を 刷

雪 :11
o ，~~ 0国
3 !J:5さき
回 2お5参区

5師走 9li 
O鎌田 51
8里町 lh
五日

8館 1'7，;{tj
:; 7，2.4-'-3五
2呈I8 )f. 
4孟 011田

沖
藤

典
子

齢
制
神
奈
川
叫
柑
楠
即
市
相
輔
人
肝
一

一
一
ハ
一
八

0
4
2
7
4
6
1
1
6
7
 

季
刊
「
女
子
教
育
色
ん
だ
い
」
編
集
委
員
代
表

奥
山

え
み
子

制
即
断
鹿
児
円
州
市
小
川
町

九

一一

日
九
O
一一り

ハUQJVQJV'内anL守'qdq&Rhvq&

帝
京
大
学
教
綬

、‘.••• l
l
 

'
F司
1
E
.

，F

津
根
子

同
附
東
京
都
大
田
区
久
が
原
六
1
二
七

六

n
u
q
0
・
の
O
マ
'
p
h
J
1
A
A
U
n
4
ρ
O
内
，
e

大
阪
綿
蔭
女
子
大
学
教
授

織
田

克
子

平
和
憲
法
(
前
文
九
条
)
を
世
界
に
拡
げ
る
会

大

倉

八

千

代

印
刷
叫
成
以
都
日
以
民
臼
山
ヶ
斤

一
ー九

一
八

「
お
ふ
い
す

・
お
お
」

0
3
・
3
7
1
8
7
8
5
8
(
F
A
X
同
)

新
社
会
党
中
央
副
委
員
長

前
衆
議
院
議
員

岡
崎

宏
美

間
醐

神
戸
n 市
争中
8扇央
.都区
3セ中
6ンL11
l夕子
1:通
3ピ五
6 )L-1.. 
1 2 ..... 
3 F士

女
性
史
研
究
者

折
井

美
耶
子

151 
E百

"' 
0都
31け
111 
抗
31.>( 
" ~.I 
Btr 
2 'J~ 

3ド
7ム
4三

品オ:
F .14( /百
A ';i 1 
y 師 S

00史Jレ
""民ネ
ii手y
?;13 
4941 
35'i2 'l 
00ル

川
東
京
女
性
財
団
理
事
長

東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
館
長

品鍛
F .1. 、，、
主主 H:::i
λ 都
00対，
331'} .-
，1メ ..  
55例l ，lh
44円建E
66叩竺2
771Lナ

971 
7 1 /、
7 I t; 

奈
良
大
学
教
侵

箆

久
美
子

齢
制
点
都
市
人
収
一
匹
音
凶
F
人
路
町
山
E
A
ハ

川
田

泰
代

印
刷
州
東
京
mH
MM
柿
の
み
由

一l
t
む
[
九
O
A

n
υ
。
d
令
。
守
'
'
a
7
'
t
a
q
j
u
Q
U
A
U

梶
谷

典
子

国
間
叫
東
京
都
世
田
谷
区
代
沢
一
i
l
-
-
一
七
|
八

金
谷

部-
E阻

:i 
x ~ 

22帯千
332琴
42毒ず

;込
3?署

東
邦
学
間
短
大
女
性
自
立
主
擁
セ
ン
タ
ー
長

戒
能

民
江

制
航
名
古
屋
市
天
白
区
御
幸
山

一一一

一

0
5
2
8
3
5
・
0
1
6
4

(
楳
)
ド
メ
ス
出
版
編
集
長

鹿
島

光
代

m
鵬
東
京
都
豊
島
区
駒
込
一

|
一一一|

一
五

0
3
3
9
4
4
5
6
5
1
 

女
性
の
問
題
を
考
え
る
研
究
室
室
長

目!勝

第市又
o二車

iji重
2iLヂ
2?ち
1内;L

前
衆
議
院
議
員

金
子

光と

m剛山

楠
福
山
市
北
区
H
川
本
町
六
|
一一五
l
一
-

0
4
5
5
6
4
8
1
8
7
 

Jtl金日
i束子守
2oZ 握
33 書省日最
53_安工JZF
f空白芸ナ 主
主石芸哩 長

452I 
58館小
47ιカ 1
37UJ¥. 

伽
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
砲
事
長

金
平

輝
子

女
性
史
研
究

加
納

実
紀
代

制
附
川
崎
市
多
庫
区
生
問
八
|一

一
一
ー

一
三

AU凋樋宮泊UT・nudqdndハU内4nU内d

金
森

ト
シ
エ

1柑

I E 
)(_in 
o O'V，( 
44鎌
66古
7 71fi 
，lll 
331Il 
22 
八

~~fi 
~! '1 
37← 
o O() 

地
域
作
業
所
(
グ
ッ
ド
ウ
イ
ル
ピ
レ
ッ
ジ
)

き

う

い

き

と

貴
有
意
の
郷

世
話
人
小
沢
章
子

閉
山
神
奈
川
県
伊
駒
原
市
日
向
ニ
O
八

一

0
4
6
3
9
3
5
5
9
1
(
F
A
X
同
)

茅
ヶ
崎
市
議
会
議
員
(
市
民
自
治
の
会
)

鐘
ケ
江

洋
子

高
月

雅
子

広
島
女
性
史
研
究
会
代
表

jt 
西

英
子

閣
制
広
島
市
西
区
己
斐
大
迫
二
上
一
一一

|
六

弁
議
士北
村

山
W
鵬
名
占
屡
市
中
区
丸
の
内
三
宜
|
三
五

弁
譜
士
ピ
ル
四
O
ニ

ハυRJη4nuupOEA-A600ヲ'マ，

明
美

w 品主寵
An  束、押!~堅守

日高山路2
3q 世~評仲
子田容干論it
30 fi!::::! ，-
示員 区一正二作
O~ ア用 、， 家
871哲
， -

72出|
31版五
2，.気|
4~付六

福
井
大
学
名
背
教
授

木
村

温
美

M
加
問
福
井
県
丹
生
郡
宮
崎
村
蝉
口
四
|
一
一一

n
u
マ
，
守
'
a
u
q
u
q
，
-
q
u
n
v
q
J
U
ヴ
，

フ
リ
l
ラ
イ
タ
ー

来i
栖す

琴
子

町
側
東
京
都
杉
並
区
桃
井
二
|
二
一
一
一|
一
0

0
3
3
3
9
5
6
7
7
8
 

グ
ル
ー
プ
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
プ
レ
イ
ス

間世蹴

横
浜
市
金
沢
区
柳
町
三
O
|
八
石
谷

ハυA-y'hlua
弓

'
n
O
A
-
-
p
o
q
&
A
U
A
U

「
新
社
会
党
」
審
議
院
議
員
(
広
島
選
挙
区
)

ヒ
ロ
シ
マ
の
心
を
国
政
に

栗
原

君
子

m
倒
広
島
県
安
芸
郡
熊
野
町
神
田
一
O
六

0
8
2
・
8
5
4
6
2
1
a
6

参
議
院
議
員
(
比
例
区
)
搭
代
子

昨日
妻F
n参l!jI芸R
噌E山
;繋
U五回

8館協
五1
8二7
5八-

22| 

ク
リ
吾
、
〆
グ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
女
性

却ー

曲15

大
阪
n市関
E北西
区女
3中の
R崎労
品商働
三問
1 1題
4一研

iiま

T要
・学

潤静
子i
R庁
長

園
信

草
の
実
会
有
志

思小需産
2寺襲
.'! 性学

者切手
ム漸 TJrよ害

託子こ2
2五

小
宮
山

洋
子

印
m
N
H
K
解
説
委
員
室

nund-ad必唯マ'OMU・泊噌Aυ凋守ハυ

林

カ
ツ
代

林

登
美
枝

出
制
点
点
郎
小
金
片
巾
、
川
原
町
問

一
4
=
一一一一

0
4
2
3
-
B
I
-
-
2
6
3
 

武
庫
川
立
子
大
学
教
員

意小
F んお九
九阪叩..，‘
X iu 
o O~i; 

77槻'''''2 2 ，Ii iI暗

ffR貢
主主千子
661 
88'-

222 

日
本
婦
人
問
題
懇
話
会

駒
野

陽
子

m
附
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
一
四
九
六

0
3
・
3
3
7
0
3
6
6
2

小
玉

美
意
子

天
理
大
学
教
授

児
玉

佳
興
子

間
服
京
都
市
北
区
小
山
東
大
野
町
一
三
|
一

0
7
5
・
4
4
1
3
8
6
5
(
F
A
X
同
)

弁
議
上

A 
7 

野

久
子

印
刷
剛
東
京
都
新
宿
区
四
谷
一
二
伊
藤
ピ
ル

東
京
法
律
事
務
所

0
3
・
3
3
5
5
・
0
6
1
1
附

斎
明
寺

以
玖
子

山
似
東
京
都
北
区
田
端
二
l
+
一
ー
=
一

0
3
・
3
8
2
8
白

9
5
6
8

坂喜
本ー

福
子

回
聞
東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
四
二
三

世
ハ
骨
舷
丘
ピ
ル
8
F
渋
谷
共
同
法
律
事
務
所

0
3
・
3
4
6
3
4
3
5
1

F
A
X
0
3
3
4
9
6
・
4
3
4
5

あ
ら
ゆ
る
セ
レ
モ
ニ
ー
の
司
書
、
調
出
を
お
乎
缶
い
し
ま
す
.

セ
レ
モ
ニ
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
ズ
代
表

暮
地

雅
子

刷
聞
東
京
割
問
問
一
世
区
昔
H骨

l
八
l
ニ
l
二
O六

0
3
3
4
1
2
・
6
3
1
1
(
F
A
X
同
)

一
茶
オ
フ
ィ
ス
0
3
・
3
4
2
2
・
8
8
8
0

自l笠71
東証轟ナ立
1害時リ男
。メ密 ス女

:iE洋トi
jj!子?
i fif  
Oザー 2 

即
日
本
女
性
人
権
協
会
伊
長

弁
謹
士佐

々

木

静

子

割
削
大
阪
市
北
区
西
天
満
五
|
九
|三

高
構
ピ
ル
本
館
7
F

O
B
-
3
6
4
・
0
0
3
7
肉

品猿
i g橋
??i勝
ijf子

i l三

粛
藤

弘
美

r.j 

山
鵬
東
京
都
北
区
滝
野
川
六
l
一
六
1

一

0
3
3
9
1
6
3
2
3
6
 

暴

寿聖書

岳ii
婦
人

代

幹
事

章
子

叩
鵬
京
都
府
向
日
市
上
植
野
町
浄
億

一
O
ー

ワ
ー
キ
ン
ヲ
・
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
ネ
y
ト
ワ
ー
ク
(W
W
N
}

で
男
女
同
一
賃
金
を
f

正
路

怜
子

w 
w 
NO泊。71121
62大
6阪3 註

E望論
ヨ/槻

38;& 
47τ 
39町
4 7~ 
F下L
AAニ

首首J

参
議
院
議
員
(
比
例
区
)

清
水

澄
子

跡
伽
東
京
都
千
代
田
区
止
田
町
二
l
一
一

参
議
院
議
員
会
館
二
三
五
号
室

0
3
0
3
5
0
8
・
8
2
3
5

F
A
X
0
3
・
5
5
1
2
・
2
2
3
5

l' 

芝

実
生
子

ヨニ
冨
事

姐
圃
・

叩圃
園
田

昌
例

m
m
叫
神
奈
川
県
藤
沢
市
片
瀬
四
九

一
O

ハυA-τauauqt-qLq，hq4Eaq，“

新
日
本
婦
人
の
会

井

上

美

代

会
長

山
側
泉
市
鼎
千
代
山
一同神山い神保町

一A
ハ
れ
い
め
い
ピ
ル

A
U
n
d
q
d
n
，
e
n
汐
の
o
n
υ
F
h
d
A
M
u
-且

弁
議
上

'* 

杉
井

静
子

印
刷
山
東
京
都
立
川
市
師
町
一
l

ヒ
l
五
(
事
輯
所
)

0
4
2
5
0
2
4
・
4
3
2
1

政
治
は
く
ら
し
の
必
需
品

住
田

啓
子

加
価
東
京
都
多
曜
市
永
山
四
1
「

一
丁
一
O
問

0
4
2
3
・
7
5
・
6
8
6
4

高
齢
期
の
人
権
保
障
を
め
ざ
し
て

月
刊
「
申
た
か
な
く
ら
し
」

全
国
老
人
福
祉
問
題
研
究
会

会
長
中
川
晶
輝

m
則
東
京
都
板
橋
区
大
山
東
町
五
九

1
八

ド
ル
メ
ン
太
山
一
O
一

秋
田
雨
書
記
念

土
方
与
志

青
年
劇
場

1団
叫E
東
京
ハ都
5空
3 己
免新
品宿
2間二
Ii 1 1 
7ピ九
Oル 1
54_ 
4FO 

宇
都
宮
市
議
会
議
員

添
田

包
子

動
制
栃
木
県
下
m
a
H
市
鶴
川
町
一
一

-九
l
一

A
U
q
4
n
H
u
n
o
q
d
m
h
u
q
u
n
6
0
0
0
0
 

お
茶
の
ホ
女
子
大
学
教
授

袖
井

孝
子

間
附
東
京
都
新
宿
区
市
谷
台
町
六

創
価
学
会
婦
人
平
和
委
員
会

叫
関
東
京
都
新
宿
区
信
濃
町
二
三

二

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内

高
見
津

た
か
子

叫
問
削
東
京
都
杉
並
区
成
田
西
国
|

二

|
五

n
v
q
u
-
q
u
q
u
Q
α
η
4
・
F
O
司

J司
'QU

飽
谷
大
学
教
授

竹
中

恵
美
子

湖
町
州
大
阪
市
H
古
同
苅
凹
九

一

h
O
ヒ

0

6

6

9

8

5

1

8

8

 

法
政
大
学
教
授

田
嶋

陽
子

FE回 c…E日 A.Iピ
A 醐 """pとテ-
Z 兵十プ1jオ
00害ム Rヤド
77斥ン↓
99軍時....ヱ'"ク7 7~量 It'i ク業
.市ぞ" ト但
77型+当
4 1 "1'・ 7

1 0目十イ
881 才、
8 1一!
804 T 

高
橋

久
子

出
問

川
崎
市
麻
生
区
上
麻
生
-
一
-
九

二一

0
4
4
9
5
5
1
1
2
7
 

作
家高
橋

菊
江

m
附

川
崎
市
麻
生
区
金
程
二
|

一
二

|
六

0
4
4
・
9
5
3
・
2
4
0
6

参
議
院
議
員

武
田

節
子

l同
国14
東
京

日空
?事岱
3~量厚
5宵Z
O揖函

B雲町
8~T 
3三
001 
8八

ま羽
生

槙
子

羽
生

康
二

m
鵬
横
浜
市
治
北
民
下
回
町
六
|一

同
|
一

「
わ
い
ふ
」
編
集
長

田
中

喜
美
子

!日
鵬

A書室
5神都
楽新
q板宿

27~ 
aムノヲヒ

己シ丞
ヨ関l

A ノー

す四一
70li 
l六

回絵脚
本グ

中のラ
樹ン
美ま
術ま

裕館社

子

国
州
市
民
京
郡
山
川
谷
区

阪

丘

i
-
七
|

八

0
3
・
3
4
3
9
・
2
q
u
o
-

東
北
信
祉
大
学
教
綬

千
野

陽

期
制
埼
玉
県
志
木
市
本
町
三
|
一
O
ー
一
七

0
4
8
唱

4
7
1
・
1
7
9
5
(
F
A
X
同
)

エ
y
セ
イ
ス
ト

菜
食
文
化
研
究
家

鶴
岡

静

掛
附
千
葉
県
鴨
川
市
成
川
五
五
九

0
4
7
0
9
7
0
4
5
9
 

原
想
教
室
「
心
の
ジ
ム
・
テ
ヅ
カ
」
主
宰

手
塚

千
砂
子

相
川
町
明
東
京
都
軒
市
以
上
巾
持
ん
内
町
l
川
O

F
A
X
0
3
3
2
6
0
8
0
6
1
 

一
社
会
民
主
党
党
首

土
井

た
か
子

同
附
則
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
一

二

衆
議
院
第
二
議
員
会
館
三
二
O
号
室

Avqiv-qJVRdnu。。e
巧

'nυ
弓

'AU

F
A
X
0
3
3
5
0
2
6
1
5
5
 

杉
並
区
議
会
議
員

出
生
差
別
の
法
改
正
を
求
め
る
K
た
ち
の
会

チ
マ
チ
ャ
ゴ
リ
へ
の
暴
h
を
訴
さ
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

富
沢

よ
し
子

昨
蜘
W
小
川
師
H
H
M
M
M
F
此
都
内
阿
1
0
1

1
0
一

n
u
q
u
q
u
q
u
o
u
q
&
Q
d
a
o
q
'
e
q
u
 

国
連
大
学
女
性
協
会
会
長

世
界
ハ
ピ
タ
ッ
ト
議
員
連
盟
会
長

品中
Iま西
X 言

00'え
33~ 珠
33' '7' 
88f寸4

55E 

72"1_ 
54古
84八
960 

喫
煙
と
健
康
女
性
会
議

仲
野

暢
子

山
側
東
京
都
渋
谷
川
己
西
原
ヒ
1
五

0
3
3
4
8
5
・
7
0
1
4

文
京
区
議
会
議
員

永
井

よ
し
子

山
肌
東
京
都
文
京
区
内
山
四
|
九
!
五

nυ内0・ndnwUAaTA斗

aUAwdマ，凋宅

作
家
。
熊
本
近
代
文
学
飽
館
長

永
畑

道
子

館
側
熊
本
市
出
水
二
五
|
一

熊
本
近
代
文
学
館

0
9
6
・
3
8
4
・
5
0
0
0
m

男
女
平
等
運
動
家

全
国
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
議
員
連
盟
世
話
人

中

嶋

里

美

却
制
埼
-K
叫
所
副
市
中
斬
斤
4

八
九
七
|

0
4
2
9
4
2
・
7
5
6
0

F
A
X
0
4
2
9
・
4
2
・
7
9
6
0

国
連
N
G
O
国
内
婦
人
吾
員
会
委
員
長

同
連
掛
人
間
開
飽
食
{ユユフ
ェ
ム
)H
本
同
内
書
同
宣
告
民

中
村

道
子

即
町
四
車
一
一M
m
開
川
谷
既
成
域
六
一

一

0
3
・
3
4
8
2
・
1
4
7
6

品胃議
東軍司『人館

51議
代込E語

R伊i
番
8側jIIJ
l主-
1婦五
I全
田町館

0
3
3
2
6
5
 

中
国
山
地
教
育
を
支
援
す
る
会
世
話
人

旧
中
国
人
労
働
者
を
伸
む
会
世
話
人

部仁
n 塁本
4 堅

3一語ふ
iitそ
.二つ 一正.
91査 4
00芳
6六野

日
本
婦
人
会
議

議
長

津
和

慶
子

川
間
州
市
平
川
師
文
京
区
本
揖

一一
一
一
点
プ
ロ
ピ
ル

0
3
3
8
1
6
・
1
8
6
2

日
本
青
年
団
協
議
会

義
弘

会
長

加
藤

剛
山
仙
東
京
都
新
宿
区
霞
岳
町

一
五

0
3
・
3
4
7
5
・
2
4
9
0

日
本
主
婦
同
盟

m
m
市
氷
点
市
千
代
旧
M
m
市
I
M

i

-

-
八

nuqdeRuqt-マ，内beBAG-MQuau

l団法財
m 主F
主要呆
2。霊キ
33~ ・J
侵 .A.
33吉 L
33A ~ 
6 61rj t"~ 

1!?突
1 0:二婦署

65T理
04五三晋

日
本
婦
人
団
体
連
合
会

会
長

櫛
田

ふ
き

削
船
型
u
m
m
前
向
M
T
駄
ヶ
梓
同

一
九
L
10一

ハUqJvqdAuynU冒
且

-GU冒
且

Amτヲ'

日
本
共
産
党
国
会
議
員
団

別
刷
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町

一
|
七
|
一

0
3
・
3
F
b
o
o
-
-
5
8
8
8

日
本
母
親
大
会

実
行
委
員
長

木

村

康

子

問
蜘
東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
十
二

一

全
国
教
育
会
館
(
エ
デ
ユ
カ
ス
東
京
日

0
3
3
2
3
0
1
8
3
6
 

F
A
X
0
3
・
3
2
3
0
・
1
8
3
7

放
送
を
創
る
女
性
の
会

日
本
婦
人
有
権
者
同
盟

会
長

紀
平

悌
子

日l
附

F 東
A 京
X 1:11 
00望号
手3r;，
33代
33'" 
77"':: 
00
1 

42  
57 1 
42  
I 7 

日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会

竹
本

成
徳

室
長
理
事

出
削
東
京
m
渋
谷
K
T
臥
ヶ
谷
四
l
一
l
-
一
一

nuqd-qJVβ-ynヨ勾'・nu'aEA's

国
連
研
究
家
・
実
践
女
F
大
学
講
師

野
瀬

久
美
子

m
闘
車
川
市
車
久
的
米
中
学
閥
町
a
ハ

ょ一

0
4
2
4
・
2
1
1
4
4
3
(
F
A
X
同
)

』
と
ぱ
パ
フ
ォ
l
マ
l

j皮'"
瀬せ

満f
子;

間
般
車
M
m
m
M
W
M
W
M
出
扶
何

ヲ
|
一
一
ー
一
一
一

0
3
3
3
3
2
・
1
2
5
5

畠
山

裕
子

市
川
広
島
市
安
佐
南
区
長
束
三
|
一

売
買
春
問
題
と
と
り
く
む
会

問
問
山
駅
M
m
新
M
H
h
人
町

!

一

J

h

鳩
風
会
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館
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生
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問

日

費1
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婦
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右
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大
縄
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町
六
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六
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四
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四
O
一

詩
と
エ

ヅ
セ
イ
の
ミ
ニ
コ
ミ

『
い
し
ゅ
た
る
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発
行
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八
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・
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が
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キ
ミ
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と
な
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在
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問
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下上え餌てめ京を定
住

m
白塗捌h

・
る晶劫聖

ル
の
内
容
は
以
下
の
三
点
で
、
制
緩
和
は
、
ど
こ
の
国
で
も
ま
は
半
分
、
一
時
金
は
雀
の
摂
、

パ
l
ト
研
究
会
の
基
本
的
な
考
ず
京
性
か
民
援
活
で
き
る
職
を
退
職
金
は
な
し
、
と
格
差
は
依

え
で
あ
る
。
奪
い
、
女
性
宇
貧
困
に
陥
れ
る
。
が
る
ば
か
り
。

①
パ
1
ト
と
正
社
員
の
均
等
規
制
緩
和
の
一
つ
と
し
て
大
と
う
し
た
現
状
で
、
匂
等
待

待
遇
を
屍
飽
す
る
こ
と
。
規
模
小
売
盾
鮪
法
が
廃
止
さ
れ
、
趨
を
求
め
る
パ
l
ト
の
声
が
強

②
パ
l
ト
は
短
時
間
労
面
者
そ
う
だ
が
、
ス
ー
パ
ー
や
デ
パ
く
な
る
の
笠
素
だ
。
昨
年
、

で
あ
っ
て
有
期
雇
用
労
働
l
ト
の
休
日
回
数
が
少
な
く
な
丸
子
笹
報
器
の
パ
1
ト
賃
金
差

者
で
は
な
い
。
原
則
的
に
り
、
閉
庖
時
聞
か
夢
¥
な
る
と
、
別
裁
判
勝
訴
は
大
き
な
刀
を
与

雇
用
期
間
包
定
め
塞
主
女
性
は
正
社
員
で
働
け
な
く
な
え
て
く
れ
た
e
今
年
は
ア
メ
リ

す
る
と
と
。
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
短
時
間
カ
の
小
荷
物
運
送
の
一
最
大
手
U

③
公
務
パ
l
ト
の
権
利
保
障
パ
l
ト
が
、
休
日
や
時
間
外
、

P
Sで
パ
l
ト
の
正
社
員
化
と

も
パ
l
ト
労
働
法
の
中
に
深
夜
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
賃
金
格
差
題
正
を
求
め
た
ス
ト

入
れ
る
こ
と
。
る
だ
る
つ
。
介
護
法
が
で
き
れ
ラ
イ
キ
が
闘
わ
れ
、
画
期
的
な

私
た
ち
は
、
労
働
基
準
法
の
ば
、
多
く
の
へ
ル
パ
ー
が
パ
1
勝
利
を
も
た
ら
し
た
。

女
子
保
鰻
撤
廃
に
伴
い
、
時
閣
ト
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
く
。
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
「
女

外
、
休
日
労
働
、
深
夜
業
の
男
女
性
の
多
い
職
場
で
は
、
す
も
男
も
平
等
に
、
家
庭
も
仕
事

女
共
通
規
制
を
求
め
て
き
た
で
に
正
社
員
長
l
ト
の
出
串
も
分
か
蓄
え
る
笠
宮
」
を
、

が
、
規
制
緩
和
の
大
合
唱
の
中
が
逆
転
し
、
パ
l
ト
の
職
務
内
パ
l
ト
労
働
と
い
う
視
点
か
ち

で
、
罰
則
も
上
限
規
制
も
な
い
容
は
限
的
呑
く
正
社
員
に
近
く
提
起
し
て
い
き
た
い
。

改
惑
が
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。
規
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
賃
金

持品

市
民
グ
ル
ー
プ
の
活
動
報
告
と
新
し
い
年
へ
の
展
望

〈木曜日〉

消
費
税
な
く
さ
な
あ
か
ん

守998年 1月 1日

夏
の
参
院
選
が
勝
負
の
と
き

と
認
識
し
て
い
る
人
は
案
外
少

な
い
の
で
す
。

「
閣
会
予
満
費
税
廃
止
法
を

遇
、
空
己
せ
歪
誌
で
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
。
消
費
税
砕
廃
止
で
き

る
国
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
参
機
院
選
挙
の
年
、
国

民
の
声
を
国
会
に
，
」

と
、
訴
え
る
と
、
「
そ
う
か
、

選
挙
が
大
事
だ
ね
、
政
治
を
変

え
な
い
と
」
と
な
り
ま
す
。
世

の
中
、
す
さ
ま
じ
い
不
視
で
、

そ
の
康
因
は
消
費
税
の
増
税
に

あ
る
と
と
は
内
外
の
認
め
る
と

こ
ろ
で
す
。
対
話
が
は
ず
み
、

暮
ら
し
を
き
と
語
れ
歪
宮
、

な
ん
で
も
相
談
で
き
る
会
、
と

喜
ば
れ
、
な
く
し
た
い
人
が
消

蹟
税
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
っ

て
、
運
動
す
る
人
に
変
わ
っ
て

い
く
盗
は
見
事
で
す
。
知
ち
な

い
同
士
が
知
り
合
い
、
学
び
合

消
費
税
を
な
く
す
会
は
、
い
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
」
の
木

ま
、
会
員
百
方
人
に
む
か
つ
て
安
は
た
い
へ
ん
大
き
い
の
で

全
国
の
草
の
根
の
会
が
が
ん
ば
す
。

っ
て
い
ま
す
。
九
十
七
万
人
ま
「
反
対
し
て
も
し
ょ
う
が
な

で

き

ま

し

た

。

い

」
「
ど
う
せ
な
く
な
る
わ
け

昨
年
四
月

一
日
か
ら
の
消
費
が
な
い
」
そ
ん
な
聞
も
あ
り
ま

税
増
税
、
九
月
か
ら
の
医
療
費
す
が
、
な
く
す
会
は
「
黙
っ
て

の
自
己
負
担
の
大
幅
ア
ッ
プ
い
た
ち
一

O
俗
、
一
五
必
に
。

は
、
私
た
ち
の
予
想
を
超
文
る
や
っ
ぱ
り
な
く
す
ぶ
な
い
消

困
難
な
状
況
を
暮
ら
し
の
場
に
費
税
F
」
と
、
元
気
に
曹
-
hし

蔓
延
さ
せ
て
い
ま
す
。
て
い
ま
す
。

「
ニ
婦
の
噌
税
が
こ
ん
な
に
「
ほ
ん
と
だ
よ
、
な
く
さ
な

ひ
び
く
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
あ
か
ん
な
」

と
実
感
の
こ
も
っ
た
お
手
紙
を
宣
E
h
を
聞
い
て
い
た
方
が
入

い
た
だ
く
の
で
す
が
、
お
ど
ろ
会
署
名
に
近
づ
い
て
き
ま
す
。

く
べ
き
筆
利
の
も
と
、
預
金
「
や
っ
ぱ
、
選
挙
に
い
か
な
」

利
息
か
涙
金
に
も
な

2
9、
わ
消
費
税
は
薯
5
し
ゃ
商
売
に

ず
か
の
預
金
の
元
手
を
取
り
く
と
っ
て
た
い
へ
ん
な
負
担
で
す

ず
す
暮
ら
し
。
「
い
つ
ま
で
や
が
、
こ
れ
か
童
大
な
政
治
問
題

~ .:3. 

? 

ーー

学校の現場とともに

教員、市民、研究者と連帯
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十
月
十
七
日
十
時
、
新
潟
港

出
港
。
親
族
動
問
の
在
日
朝
鮮

人
で
船
は
超
満
員
。
次
の
日
の

夜
十
時
半
平
壊
の
ホ
テ
ル
に
入

~ 一.:3. 一一"主主~ 〈木曜日〉

エ
ツ
セ
イ
を
募
集

日一

「
女

性

週

間

」

叩

回

を

記

念

4
E

一
弓一

日
本
の
女
性
が
初
め
て
参
政
性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
活
動

刊一

望
号
た
こ
と
を
記
念
し
を
礎
に
、
男
女
が
理
解
し
、
協

医』「一

て
、
毎
年
四
月
十
日
か
ら
実
施
カ
レ
合
い
自
分
ち
し
い
生
き
方

目

さ
れ
て
い
る
「婦
人
週
間
」
が
、
が
で
き
る
裂
喜
築
い
て
い
く

れ一

今
年
五
十
回
を
迎
支
る
。
労
働
こ
と
を
促
そ
っ
と
い
う
も
の
o

e一
省
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
「
婦
四
百
字
詰
め
康
稿
用
紙
五
校

1
一
人
週
間
」
を
「
女
性
趨
間
」
に
以
内
(
ワ
ー
プ
ロ
可
)
。
応
募

一
改
め
、
「
一
一
十
一
位
紀
に
向
け
作
に
は
、
題
、
氏
名
、
職
業
(
宇

一
て
自
分
ち
し
い
生
き
方
が
で
き
生
は
学
校
名
と
学
年
)
、
性
別
、

一
る
社
会
を
創
ろ
う
」
を
子
!
?
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
。
福

一
に
、
啓
発
活
動
を
汚
う
。
子
メ
1
ル
の
場
合
は
、
テ
キ
ス

一

そ
の
一
環
と
し
て
、
同
省
で
ト
形
式
で
二
千
字
以
内
、
メ
l

一
は
側
婦
人
少
年
協
会
と
共
催
ル
の
ア
ド
レ
ス
書
品
忘
れ
ず
に
。

一
で
、
「
女
性
週
間
第
五
十
回
記
締
め
切
り
は
一
月
一二
十
日
。

一
念
エ
ッ
セ
イ
」
を
募
集
す
る
。

人
選
の
一
発
表
は
一一一
月
末
、
最

9
一
こ
れ
は
、
半
世
紀
に
わ
た
る
女
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
優
良
質
各

練
馬
の
主
婦
た
ち

の
歩
み
/
略
年
表

革本

ヲt

編

② 

''L円
-
p
h
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い
、
世
の
中
の
こ
と
が
よ
く
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
た
、
テ
レ
ビ

の
ニ
ュ
ー
ス
が
面
白
い
、
と
、

成
長
?
し
て
い
く
へ
ひ
と
も

若
い
人
た
ち
が
参
加
し
て
く

れ
る
の
も
特
徴
で
す
。
消
費
税

ー
ト
法
の
改
正
を
目
的
と
し

て
、
パ
ー
ト
労
働
者
や
女
性
労

働
に
関
心
の
あ
る
人
た
ち
、
そ

し
て
弁
護
士
や
研
究
者
を
中
心

と
し
て
宵
都
圏
と
関
西
で
発
足

し
た
。昨
年
九
月
か
ら
女
性
少
年
問

題
審
議
会
で
は
パ
l
卜
法
の
見

直
レ
の
論
議
が
進
め
ら
れ
て
き

た
が
、
私
た
ち
は
審
議
内
容
に

大
い
に
不
満
が
あ
る
。
労
働
法

制
の
一
規
制
緩
和
の
中
で
労
働
基

準
法
は
改
悪
さ
れ
よ
う
と
し
、

使
用
者
は
規
制
を
強
め
る
パ
ー

ト
労
働
法
の
見
直
し
に
前
極
的

な
の
だ
。
私
た
ち
は
十
二
月
に
女
性
少

年
問
題
審
議
会
に
「
人
間
ち
し

い
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め
の

パ
l
ト
労
働
法
は
、
附
則
に
パ
l
ト
労
働
法
の
見
直
し
を
求

三
年
後
の
見
直
し
を
明
白
し
め
ま
す
f
」
と
い
う
緊
急
ア
ピ

て
、
一
九
九
三
年
に
施
行
さ
れ
l
ル
を
提
出
し
た
。
女
性
宇
}
中

た
。
私
た
ち
の
会
は
、
パ
l
ト
心
に
鑓
同
人
・
団
体
は
百
二
十

差
別
主
宣
す
る
実
効
あ
る
パ
以
上
に
よ
っ
て
お
り
、
ア
ピ
l

F ト法の見直しを

正社員との格差拡大

ノ¥-

な
く
せ

f
の
敵
を
う
た
っ
て
く

れ
た
り
し
て
、
オ
ジ
サ
ン
や
オ

パ
サ
ン
春
蘭
ま
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
と
の
会
を
自
慢
し
た

い
f
そ
ん
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

ぬゐ咽欄帽同副閉園也

11月には全国各地で縄全やシンポ査開いた

相
臨
も
し
て
き
ま
し
た
。

九
七
年
八
月
に
は
、
国
立
婦

人
教
育
会
館
(
ヌ
エ

ッ
ク
)
で

も
ち
う
た
め
に
、
ど
ん
な
テ
1
「
笑
え
る
偏
貝
か
ん
連

マ
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
い
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
樽

色
、
私
た
ち
の
存
在
宇
元
九
州
多
に
わ
か
の
手
法
を
使
い
、
大

で
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
こ
う
と
風
一
笑
い
し
な
が
ら
脅
え
て
も
ら
う

い

ま

し

た

。

ワ

l

ク

シ

ヨ
γ
プ
も
行
い
ま
し

パ
ザ
ー
を
し
た
り
、
会
報
を
た
。

作
り
な
が
ち
資
金
作
り
を
し
現
在
、
会
員
に
登
録
さ
れ
て

て
、
従
軍
慰
安
婦
問
題
・
女
性
い
る
人
た
ち
は
、
十
二
人
で
、

へ
の
暴
力
・
民
法
改
正
・
優
生
東
京
か
ら
鹿
児
島
ま
で
十
人
の

保
護
法
・
避
妊
h
D
」
ル
・
女
の
賞
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

ゼ
末
ス
ト

・
性
別
役
劃
な
と
、
が
い
ま
す
。
直
接
、
遺
宮
を
行

国
会
に
向
げ
て
の
ロ
ピ
イ
ン
グ
う
人
た
ち
は
、
わ
ず
か
三
i
四

や
地
域
で
の
講
演
会
な
y
を
待
人
で
、
生
晋
苦
空
中
で
み
ん
な

い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
女
の
仕
事
宇
持
ち
、
子
育
て
や
介
陸

新
年
会
や
お
し
ゃ
べ
り
一
会
な
ど
を
温
い
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て

も
行
っ
て
女
同
士
の
連
帯
の
確
い
ま
す
。

九
七
年
四
月
か
ら
、
性
暴
力
い
っ
た
会
員
も
い
ま
す
c

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
毎
月
第
一一
、
自
ら
の
意
志
で
主
体
的
に
活

四
火
曜
巴
午
後
五
時
i
午
後
九
動
辛
子
る
、
草
の
根
女
性
の
新

時
ま
で
行
つ
で
ま
す
c
相
談
の
し
い
風
亭
私
た
ち
は
地
域
に
吹

竃
艇
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
後
き
込
宇
な
が
ら
、
北
九
州
の
女

に
「
今
の
女
性
の
状
況
を
変
え
性
グ
ル
ー
プ
の
拠
点
と
し
て
、

た
い
」
と
一
曹
っ
て
、
会
員
に
な
他
の
グ
ル
ー
プ
作
り
の
応
援
を

っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
い
ま
し
な
が
色
、

~一月
ァ
ト
ワ
l
ク
を

す
。
ま
た
、
反
対
に
北
九
州
で
広
げ
、
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な

子
宮
の
病
気
者
持
っ
た
人
た
ち
事
を
九
八
年
も
考
え
て
い
ま

の
自
助
グ
ル
ー
プ

「フ
ィ
メ
l
す
。

ル
」
を
惇
る
た
め
に
銀
立
じ
て

復
多

Z800gazgg窃
忽

MZゑ
路
公
役
復

m
m
u万
多

ZZ多
勿
タ
忽

zzzzazz勿
移
勿
先
考

zoz

積
院
怖
生
活
学
制
週
紺
劃

トップ地球温暖化

京都会議は政治ゲームだ

れ
る
と
、

専
門
家
で
な
い
私
速

は
言
葉
を
失
っ
て
し
事
つ
の
で

あ
る
c
し
か
し
、
私
選
の
干
や

孫
の
世
代
が
生
き
て
い
く
地
球

環
境
の
問
題
で
あ
る
。
生
曲
を

生
み
一斉
く
む
性
を
有
す
る
女
性

遣
が
、
も
っ
と
大
声
#
あ
げ
て

地
球
環
績
の
危
機
感
を
訴
-
え
る

必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
。

今
回
の
京
都
会
議
N
G
O
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
、
私
達
の
団
体
は

三
十
代
か
ら
八
十
代
ま
で
の
幅

広
い
年
齢
層
宏
貢
十

一
名
が

参
加
し
た
。
た
だ
準
備
さ
れ
た

会
穏
や
イ
ベ
ン
ト
で
客
に
な
る

の
で
は
な
く
、
主
体
性
を
待
っ

て
参
圃
す
る
と
と
を
邑
的
と
し

て
、
一
一
日
閣
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ

プ
開
催
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
へ
の
出
屋
、
全
国
N
G
O交

概
会
で
の
活
動
発
表
、
そ
レ
て

市
民
ア
ピ
ー
ル
行
進
に
は
衣
装

を
工
夫
し
て
の
参
加
と
、
精
力

的
に
活
動
し
た
。
何
よ
り
も
大

き
な
収
檀
は
、
多
く
の
若
者
の

声
#
薗
き
、
思
い
を
伺
し
ミ
す

歪

逼

の
人
び
と
と
連
帯
感
を

共
有
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
文

長
年
続
け
て
き
た
省
資
源
・
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど
の
延
長
帽

に
世
界
が
見
え
た
実
感
が
得
ら

れ
た
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。

ポ
ス
ト
京
都
の
活
動
は
、
削

減
車
六
偽
の
実
践
で
あ
る
。
女

た
ち
の
武
器
、
口
コ
ミ
語
甑
を

活
発
化
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り

に
ス
ト
y
プ
r
地
球
温
暖
化
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
。
パ

ス
や
電
車
の
中
の
多
く
の
耳

に
、
世
間
し
い
お
し
ゃ
べ
り
と
し

て
具
体
的
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
指

針
を
吹
き
こ
ん
で
い
く
戦
略
。

意
外
な
成
果
が
園
憎
ら
れ
て
楽
し

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ス
温
室
効
果
ガ
ス
六
働
で
決
着

と
の
一
報
道
に
、
こ
れ
で
良
い
の

か
と
が
っ
か
り
し
た
。
地
球
環

境
を
憂
7

え
て
い
る
の
で
な
ξ
、

国
益
優
先
の
政
治
ゲ
l
ム
に
終

始
し
た
と
思
え
る
。
国
民
宏
ロ

意
を
得
ず
独
断
で
シ
ナ
リ
オ
を

決
め
る
政
府
の
悟
(
せ
ん
)
越

さ
は
併
せ
な
い
。

九
四
年
士
一
月
、
一
年
脊
総

括
し
た
新
聞
配
事
に
「
平
明
気

温
が
十
五
度
を
下
手
わ
ち
な
か

っ
た
。
地
球
は
確
実
に
温
暖
化

し
て
い
る
」
と
の
記
述
#
読
み

こ
れ
は
た
だ
事
で
は
な
い
、
大

き
な
視
点
と
ス
タ
ン
ス
で
考
-
え

る
べ
き
課
努
九
と
「
ス
ト
シ
プ

地
球
温
暖
化
」
を
テ
マ
に
し

た
活
動
#
呂
掴
め
た
。
こ
の
活
動

の
難
か

K
母
、

今
回
に
見
え

な
い
事
象
を
憂
一
え
て
運
動
化
す

る
こ
と
で
あ
り
、
「
大
変
な
こ

と
」
に
同
意
は
得
ち
れ
で
も
、

「五
十
年
、
百
年
先
の
、
か
も

知
れ
な
い
」
要
素
を
疑
問
視
さ

つ

が
利
用
す
る
と
い
う
ホ
テ
ル
の

食
堂
で
禽
へ
る
。
塩
は
黒
っ
ぽ

く
、
七
分
つ
き
の
ご
は
ん
も
茶

色
っ
ぽ
い
が
味
は
す

g
bし
く

お
い
し
い
。

一
時
す
ぎ
出
発
し
て
約
一
時

間
。
混
泉
郡
に
入
る
。
ク
ロ
ツ

ラ
ヘ
ラ
サ
ギ
の
生
息
地
が
行
政

院
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
。
麗

地
の
闘
を
躍
が
走
る
。
山
工
豆
や

大
豆
を
収
稽
し
て
い
る
律
子
や

白
菜
、
ソ
パ
等
を
作
っ
て
い
る

の
が
よ
く
見
え
た
。
パ
ス
は
司

営
金
岐
堕
場
に
つ
く
。
六
百
五

十
世
帯
、
二
千
五
百
三
十
人
で

締
成
。
支
配
人
の
ハ
・
ソ
ン
さ

ん
と
行
政
委
員
会

efム
・
ラ

ン
ド
ン
さ
ん
が
迎
え
て
く
れ

た
。
支
配
人
空
に
酒
る
と
、
堅

田
明
で
と
れ
た
リ
ン
ゴ
、
鎖
、
柿

が
山
の
よ
う
に
盛
り
つ

U
Dれ

て
い
る
。
簡
単
な
撲
桜
を
し
て
、

早
く
子
ど
も
に
会
わ
せ
て
ほ
し

い
と
い
う
と
農
繁
期
は

一
、
十

、
、

品

;;;県郡白鴎家 哩岨の上に大豆やタパコを
干している(パスの中から揖酷)

あけまして;r，-めでとうございます。

ニューオールドは昨年中、うれしい追い風も受けて、

たくさんのご支持をいただきました。

今年はさらに飛躍の年へ、ウイスキーの年へ。

貧年ら Lく勢いいっぱいがんばりたいと存じます。

皆さま、どうぞ、ごひいきに。
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*1-任問事-;r

大吉。野菜は、

一九九人。の年、

際
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
l
に
全
国
ネ
ッ
ト
」
と
連
携
し

め
る
か
ど
う
か
は
、
各
大
学
と
な
が
ち
活
動
を
進
め
て
い
ま

大
学
教
員
の
姿
勢
に
か
か
っ
て
す
。

学
校
教
育
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
た
。
そ
の

一
環

と

し

て

、

九

七

い

ま

す

。

十

一

月

末

に

は

、

男

女

平

等

視
点
か
ら
見
直
し
、
改
曹
の
た
年

一
月
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
そ
乙
で
一現
在
は
、
実
際
に
大
教
育
推
進
の
た
め
、
全
国
各
地
一
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ

・
へ

め
の
働
き
か
け
や
研
究
#
す
る
「
教
育
に
ジ
ェ
ン
ダ
l
の
視
点
字
の
教
職
規
程
す
ジ
z
ン
ダ
l
の
グ
ル
ー
プ
に
集
会
の
同
時
開
一
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
」
と
い
う
呪
文

宅
ト
ワ
l
ク
で
す
。
を
よ
を
開
催
。
の
視
点
を
導
入
し
た
授
業
主
畠
催
を
よ
び
か
旬
、
東
京
で
も
第
一
の
よ
門
乏
言
葉
に
、
閥
、
主
持

九
六
年
秋
に
活
動
開
始
。
十
七
月
に
出
さ
れ
た
審
墾
奮
う
こ
と
の
で
き
る
一
教
員
の
連
携
三
副
自
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
#
朗
一
っ
玄
集
ま
っ
た
数
人
の
四
十
歳

一
月
は
「
教
育
職
員
養
成
審
緩
申
は
、
私
還
に
と
っ
て
は
不
十
を
め
ざ
し
て
、
実
態
調
査
を
符
催
。
一
前
後
の
草
の
根
以
下
、
ひ
げ
根

会
」
に
要
望
書
を
提
出
し
、
大
分
な
内
容
で
す
が
、
「
社
会
へ
っ
た
り
、
現
職
教
員
の
研
修
の
今
後
も
こ
う
し
た
運
動
と
研
一
程
度
の
女
性
た
ち
か
ら
九
五
年

学
の
教
員
養
成
螺
程
に
ジ
ェ
ン
の
共
同
参
画
」
「
男
女
平
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
究
を
つ
な
げ
、
学
校
教
育
に
ジ
一
四
月
に
生
ま
れ
た
、
北
九
州
版

ダ
l
の
視
点
宇
導
入
し
た
学
習
精
神
」
の
文
書
が
入
り
、
新
た
ま
す
o
来
年
は
こ
う
し
た
調
査
ェ
ン
ダ
l
の
視
点
を
根
付
か
せ
一
女
性
と
健
康
ネ
少
ト
ワ
l
ク
が

を
位
置
づ
け
、
教
職
科
目
に
ジ
に
飯

U
Dれ
た
「
総
合
演
習
」
結
果
を
ふ
ま
=
え
な
が
ら
、
一
段
る
た
め
に
必
要
な
詣
動
者
続
け
一
「
女
性
と
健
康
北
九
州
ネ
ッ
ト

ェ
ン
ダ
l
論
・
女
性
学
等
を
置
等
で
女
性
学
や
ジ
ェ
ン
ダ
l
論
と
語
動
を
強
化
じ
て
い
き
た
い
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
一
ワ
l
ク
」
で
す
。

く
と
井
を
室
昌
し
ぎ
レ
た
(
貨
を
扱
う
と
と
が
可
能
に
な
っ
て
と
考
え
て
い
ま
す
。
常
時
活
動
し
て
い
る
メ
ン
バ
一
と
は
い
え
一
、
専
門
家
で
も
な

両
者
約
伽
人
)
。
い
る
点
で
、
改
普
へ
の
遣
が
開
ま
た
、
改
革
#
与
す
校
現
場
と
l
は
学
校
教
育
と
研
究
者
約
十
一
い
私
た
ち
が
佳
品
生
殖
の
問
題

そ
の
後
も
審
蟻
会
に
具
体
的
か
れ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
し
と
も
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
名
で
、
特
に
代
表
は
お
い
て
い
一
を
話
題
に
す
る
事
は
、
歪
E

り

な
改
酋
慣
を
提
出
し
た
り
、
委
か
し
、
答
申
内
容
が
制
度
化
さ
教
員

・
市
民
・
研
究
者
か
ち
な
ま
せ
ん
。
一
自
室
長
ま
せ
ん
。
だ
っ
た
ち
、

員
へ
働
き
か
け
を
し
て
き
一
ぞ
れ
る
か
、
制
度
化
さ
れ
て
も
実
る
「
学
校
を
ジ
ェ
ン
ダ
フ
リ

一
少
し
ず
つ
で
も
閥
、
家
持
っ
て

E
Z
王
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一
言
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川

抗
議リ導
入

謀
議
dwd
議
選
簿

3麓
議
議
媛
鶴
醸
謹
欝
韓
議
瞳
韓
甥
鴎
醜
聞
掴

た

。

果

し

て

ナ

チ

ス

協

力

責

任

が

あ

っ

た

は

妻

、

教

会

、

医

師

団

体

が

当

時

が

、

「

フ

ラ

ン

ス

人

が

全

て

レ

ジ

ス

川

l

時

-

和
一
一
子
ア
議
会
憾
の
J
議
d
A議
議
裁
軒
町
内
日
目
q
J
r
北
詰
刊
日
刊
主
れ
き

M
E
L
Rで公日
l
u
y古
川
河
野
町
一

軸

一

川

つ

君

事

一国

裏

付

し

て

き

学

は

愛

で

し

な

か

っ

弓

ジ

ス

タ

ン

ス

神

話

」

が

駒

れ

よ

う

と

裁

判

の

意

味

は

季

、

堅

守

閣

と

:

毒

ち

出

し

て

国

民

を

反

目

さ

山

田

一

川

治

た

o

初

め

て

紡

れ

た

東

の

圃

々

に

私

そ

の

一

晩

ク

ラ

カ

ウ

を

発

ち

、

列

車

し

て

い

る

。

な

政

治

論

争

が

活

発

だ

。

尊

重

町

胤

湖

壇

場

惣

ニ

ヲ
繊
せ
る
だ
け
。
早
急
に
解
決
し
な
け
れ
川

咽
一
川
績
は
す
っ
か
り
魅
E
E
o
同
時
に
、
の
車
輸
の
単
調
な
留
さ
、
時
々
大
き
て
シ
l
政
権
下
、
県
総
務
局
長
治
家
の
多
く
は
、
「
ヴ
ィ
シ
1
政
権
司
晴
描
溜
時

世

コ

町
四
ぱ
な
色
な
い
圏
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
州

都
一
一
降
大
言
へ
東
へ
走
っ
た
旅
で
、
か
く
君
、
き
し
ん
だ
撃
た
で
宗
と
し
平
五
百
人
以
占
ユ
ダ
ヤ
人
は
フ
ラ
ン
画
家
で
は
な
か
っ
た
。
阿
川
齢
期
、
L
E
り
手
山
ほ
ど
あ
る
」
と
い

2
i

一
日

聞

冒

昂
睡
眠
副
官
・
司
3
ぬ

R
4務
'

m

b

園
野
川
よ

川

而
っ
て
こ
の
同
じ
道
を
、
雪
先
も
知
ら
闇
夜
に
止
る
宰
』
憲
織
の
底
に
感
を
検
事
、
収
容
所
移
撃
手
記
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
失
は
な
し
」
と
す
る
聞
盟
国
河

品

川

勺

M
d
M
M
蟹

ま

く

耳

に

す

る

。

山

而

5
さ
れ
る
こ
と
な
く
運
ば
れ
て
い
っ
じ
な
が
ち
、
私
は
悪
夢
を
見
続
け
て
ナ
チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
に
積
極
的
ド
・
ゴ
l
ル
主
績
を
貫
い
て
い
る
。
川
叫
週
伺
初
怒

ι
i

f
!
卜
明
訓
結
果
的
に
は
、
受
り
入
れ
に
く
い
州

市
雲
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
男
、
女
、

Z
も
こ

l

i

p

睡
眠
伊

F
mr
.
ル
そ
ワ

重
量
季
語
に
持
っ
て
し
票
川

一
山

中

盤

ち
の
こ
と
が
、

2
8、
札

レ

ジ

ス

タ

ン

ス

神

話

の

崩

壊

欄

描

罵

a務
ぅ

、

事

る

裏

面

ぶ

一
川

W
証

な
か
っ
た
o

J

4

1

i

J

齢
附
似
品
此
v
h
w

』
圃
守
任
は

に
も
あ
る
の
は
た
し
か
だ
。
裁
判
の
川

一
川

選

ポ

ー

ラ

ン

ド

自

首

都

ク

ラ

カ

ウ

足

場

し

た

と

て

「

反

人

事

」

だ

が

、

一
九
九
五
年
に
シ
ラ
ク
大

繍

蹴

一

w

議

極

通

を

見

書

け

た

い

。

山

一
川

町
叫
佐

に
普
く
。
こ
こ
は
映
画
「
シ
ン
ド
ラ
朝
に
な
り
、
列
車
は
商
へ
、
パ
リ
で
起
訴
さ
れ
て
い
る
モ
l
リ
ス
・
パ
統
領
は
元
首
と
レ
て
、
初
め
て
こ
の
収
阪
臥
劃
船
田
庫
総
川
A
リ
司

4
綱
裁
檀

=

と

の

一裁
判
が
同
じ
様
な
責
任
問
題
川

一
川

湯

島

監

殴

・

阻

蝿

咽

沼
通
常
凶
ン
政
民

コ-=
F

U

E

l
の
リ
ス
ト
」
の
舞
台
だ
o
あ
の
工
に
向
っ
て
い
る
の
だ
、
あ
の
ナ
チ
ズ
ポ
ン
被
告
に
対
す
量
判
は
、
十
月
「
国
員
任
」
高
め
た
会
見
書
湘
咽

d
MT
併

‘

ポ

肩

書
え
て
い
る
日
本
の
基
(
し
か
川

三

川

u
d
軍
ユ
ダ
ヤ
人
衝
の
跡
が
残
っ
て
い
ム
の
狂
気
に
勇
敢
に

一
、
二
十
一
日
が
休
み
だ
と
い
と
は
わ
か
民
再
悼
か
っ
た
。
す
ぐ

う
。
そ
れ
で
笠
百
は
休
み
の
前
の
聾
家
の
庭
だ
貯
で
も
見
せ

目
。
南
浦
の
町
で
た
く
さ
ん
子
て
欲
し
い
と
宮
っ
た
が
、
「
盤

ど
も
を
見
た
わ
け
が
わ
か
っ
望
台
に
行
け
ば
全
体
が
見
え
ま

た
。
し
か
し
、
日
本
春
発
つ
前
す
」
と
い
う
ご
と
で
、
島
家
の

か
ち
ふ
だ
ん
替
の
子
ど
も
た
ち
近
く
ま
で
来
な
が
ら
写
真
一
枚

に
会
わ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
交
も
摺
庄
で
顕
る
こ
と
が
で
き
な

渉
し
て
い
た
の
に
と
、
頭
が
ク
か
っ
た
。

ラ
ク
ラ
レ
て
き
た
。

募
金
し
て
今
く
だ
さ
っ
た
方
に

子
ど
も
た
ち
の
代
表
は
待
た
約
束
し
た
、
ミ
ル
ぞ
を
直
接
手

せ
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
容
ち
渡
す
と
い
う
仕
事
の
一
部
は
終

以
く
会
い
た
い
と
い
う
と
、
県
え
た
が
、
乙
の
日
届
り
た
ミ
ル

物
を
食
べ
て
か
ら
、
い
や
、
外
ク
は
五
分
の
一
。
残
り
は
対
文

に
用
意
し
た
ハ
マ
グ
リ
を
食
べ
協
の
人
が
責
任
を
待
っ
て
渡
す

て
か
ら
と
い
う
。
ド
ン
ゴ
ロ
ス
と
い
う
こ
と
で
、
帰
国
後
固
い

の
上
に
帽
十
セ
ン
チ
く
ら
い
も
た
フ
ァ
y
ク
ス
で
、
平
安
南
道

あ
る
ハ
マ
グ
リ
が
五
十
個
く
ら
の
文
徳
郡
、
成
川
郡
。
平
安
北

い
も
並
弐
て
あ
り
、
揮
発
油
の
道
の
定
州
都
、
郭
山
郡
の
四
か

よ
う
な
も
の
で
火
を
付
け
、
口
所
に
属
け
ち
れ
た
与
レ
い
。

を
あ
け
た
ハ
マ
グ
リ
の
般
の
片
日
本
人
と
し
て
は
率
直
な
表

方
に
焼
酎
を
注
ぎ
食
べ
る
の
で
現
を
期
待
し
た
い
。
が
、
一
週

あ
る
。

聞
朝
鮮
の
人
々
と
話
し
合

つ

そ
こ
へ
子
ど
も
た
ち
六
人
が
て
、
彼
ら
と
し
て
は
、
見
栄
を

お
め
か
し
レ
で
現
れ
た
。
緊
彊
は
り
、
礼
儀
正
し
く
髭
を
務
支

し
き
っ
て
い
る
。
話
し
た
り
誼
る
こ
と
が
他
者
に
対
す
る
纂
本

ん
だ
り
出
来
た
ら
と
思
っ
て
い
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か

岡
た
が
、
涙
が
揖
庁
か
べ
る
ほ
ど
し
と
思
っ
た
o
文
化
の
遭
い
と
考

共
(
ゃ
ち
こ
ぼ
っ
て
い
る
彼
ら
を
定
え
る
乙
と
に
し
た
い
。
ま
た
、

町
)
止
め
す
る
勇
気
は
な
く
、
粉
ミ
彼
色
は
私
た
ち
の
よ
う
な
民
間

詰
ル
ク
の
缶
を
そ
の
ま
ま
持
ち
聞
の
カ
ン
パ
で
、
喜
子
ど
も
に

見
唱
っ
て
も
ら
う
許
可
を
も
ら
う
の
渡
す
な
ど
と
い
う
や
り
方
は
初

誌

が

精

一
郎
だ
っ
た
。

め
で
な
の
だ
か
ら
、
戸
惑
う
の

規
正
保
母
と
い
主
性
長
も
無
理
な
い
と
吉
思
っ
て
い

沢
を
し
た
が
「
金
将
軍
笠
左
も
る
。

砕
曹
を
国
の
主
様
と
し
て
扱
一
っ
て
い
計
画
は
百
物
は
実
現
し
な
か

間
作
ま
す
。
優
先
し
て
食
べ
物
を
回
っ
た
が
、
私
た
ち
を
受
日
入
れ

一
仇

耐

す

よ

う

言

わ

れ

て

い

ま

す

」

と

て

く

れ

た

乙

と

自

体

、

貴

重

な

s

t

畠

い

っ

た

語

ば

か

り

で

室

の

ご

歩

と

信

じ

た

い

。
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i
l
l
i
-
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i
i調理
1
1隈陸
軍

閥

回

目

i
i
申
し
入
れ
は
秘
曹
た
ち
議
一
寸
I
l
-
-

川
|

I

H

-

-

川

|

|

」

瀦

議

時

閥

横

醐

留

羽

田

悶

銅

剣

淵

絹

闘

輯

踊

闘

盛

岡

瞬

間

翻

制

纏

蜘

輔

副

開

器

関

離

に

「う
け
た
ま
わ
り
ま
し
た
」
二

回

ち

泊

四

・

フ

r
ふさ
一一一

務

隣

町

慰

謝

師

団

町

駅

間

鴎

陣

痛

院

医

師

脳

出

関

瞬

回

睡

院

関

臨

盤

贋

部

臨

舷

瞳

と

い

う

ば

か

り

で

あ

え

二

3
4知

g
Mレ
フ

高

一

一

隠
樋
圏
闘
機
悶
悶
闘
蹴
園
田
開
閉
園
闘
薗
聞
闘
闘
闘
闘
闘
闘
闘
闘
闘
臨
調
闘
闘
麗
組
翻
魁
軍
属
副
闘
麗
田
園
聾
阻
薗
劃
麗
闘
闘
闘
臨
調
闘
臨
盟
申
し
入
れ
後
、
記
者
会
員
も
一

一

「

w
h
E
a
4
n
i
r
A
1
一

・

ー

;

-

行
っ
た
が
、
回
・
自
治
体
の
寅
一
「
l
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
L

「

も

っ

と

よ

く

知

ろ

う

公

的

介

護

保

険

L
の

会

高

野

ゅ

う

子

任
に
よ
る
福
祉
の
充
実
が
章
一
川
副

・
著

書

量

の

E
Y

一
l

l

-

-

J

で
、
介
護
保
簡
度
は
福
E
I-

-

z

s

z

E

つ

i

t
s
高
額
以i

i

f
建
議
選
童
書
嵐長

、

、

一

・
霊

長

名

ロ

震

四

日

伺

げ

時

泊

分

霊

童

二
13議
3
1議選
恥
か
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
一
要
望
=
一
関
名
ほ
高
言
語
と
能
性
は
余
り
に
も
低
く
、
負
担
抹
需
と
レ
う
点
は
マ
ス
コ
一

3
Z
i
S奇
聖

書

(

斬

宿

駅

南

口

五

需

品

一

叫

川

越

川

一

戸

幅

削
淳
司
祭

5人
数
曹
を
提
出
し
て
き
た
。
と
も
に
参
議
院
厚
生
委
員
会
の
号
、
認
定
の
公
平
性
、
不
ミ
に
も

Z
F
E
E
L
R尊重
信

掴

「

ア

ジ

ア

皇

室

!
?

七

五

銘

駿

畿

鱗

義

一

ぬ

介

種

基

準

認

定

・

負

担

な

全

委

員

に

申

し

入

れ

を

行

つ

服

用

主

て

処

理

な

ど

に

も

疑

っ

て

い

な

い

。

一

男

、

最

王

室

唖

品

切

点

問

1

パ

リ

干

三

ン

と

は

向

か

」

東
京
都
杉
並
区
で
は
、
高
齢
「
保
険
料
亭
忽
え
ば
、
権
利
ど
介
腰
保
険
の
内
容
が
具
体
化
た
。
間
が
あ
る
」
介
護
保
険
法
案
が
通
っ
た
い
一
色
せ
問
実
術
阻

Em・
3
4日
。
ピ
ョ
ン
・
ヨ
ン
ジ
ュ
(
『ナ
ヌ
ム
の

者
福
祉
の
実
践
、
学
習
を
し
て
と
し
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
遣
す
る
に
つ
れ
て
疑
問
が
糧
し
、
主
な
趣
旨
は
、
「
国
民
に
論
点
を
雨
明
ら
か
に
ま
、
乙
の
本
筋
に
戻
す
め
は
容
一
・

0
8
a
υ

ま
』
監
督
)
輯
料
主
値
・
申
込

き
た
市
民
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
o
択
で
き
る
」
と
い
う
厚
生
省
の
今
年
九
月
に
は
こ
の
市
民
グ
ル
「
国
及
び
息
援
の
責
任
と
レ
て
の
十
分
な
論
臓
が
霊
長
易
で
は
な
い
が
、
福
祉
露
呈

季
ー
に
よ
重
界
人
権
宣
膏
み
側
市
川
寝
室
田
君
・
3

公
的
介
捜
保
関
度
(
以
下
介
温
い
若
に
次
第
に
疑
問
が
生
l
プ
有
志
と
労
組
、
介
君
設
し
て
保
障
さ
れ
る
べ
き
福
祉
は
て
い
な
い
」
な
ど
。
に
は
、
今
後
ま
す
ま
す
監
視
の
↑
(
ポ
ス
タ
-
農

)

i
・

1

i

護
保
険
と
す
る
)
が
さ
さ
や
か
ま
れ
て
、
九
五
雲
監
隊
、
職
員
宗
「
『
も
っ
と
よ
く

直
接
に
手
渡
し
た
が
・
・
.

て
い
る
子
供
た
ち

絶
滅
が
心
配
さ
れ
て
い
る
渡
り
鳥
ク
ロ
ツ
ラ
ヘ
ラ
サ
ギ
を
危
機
か
h
掻
い
出
す
プ
ロ
ジ
ェ
一
ば
い
。

ク
卜
に
費
し
た
重
・
三
多
摩
の
女
性
た
ち
が
、
食
糧
難
の
北
震
の
ク
ロ
ツ
ラ一
へ
ラ
サ
一
平
壇
か
豆
問
問
へ
車
で
一
時

ギ
繁
殖
地
の
里
の
平
ル
}
も
た
ち
に
ミ
ル
ク
を
贈
る
っ
と
募
金
を
始
め
た
。
「
戦
後
、
か
つ
て
一
問
。
南
浦
の
町
に
入
る
o
平
日

敵
問
問
だ
っ
た
ア
メ
リ
カ
か
b
贈
ら
れ
た
ミ
ル
ク
で
育
っ
た
私
た
ち
。
お
隣
の
国
の
飢
餓
亭
克
一
の
は
ず
な
の
に
町
に
は
妙
に
子

容
」
す
わ
け
に
い
か
な
ど
と
い
う
気
持
ち
か
主

(
9月
叩
日
日
育
事
す
/
b
p九
ぶ
る
欄
一
ど
も
が
多
い
。
な
ぜ
だ
る
つ
。

既
報
)。
買
い
求
め
た
ミ
ル
ク
を
直
接
手
渡
し
た
い
と
、

十
月
、
グ
ル
ー
プ
の
明
遺
惇
子
さ
一
と
の
謎
は
あ
と
で
わ
か
っ
た
。

ん
は
北
震
を
訪
れ
た
。
明
警
ん
が
そ
の
模
様
を
書
(
宜
一
品
峯
草
忽
襲
)

一一
南
浦
周
辺
は
今
璽
、
高
波
に

M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
t
堕
わ
れ
、
腹
地
が
大
き
な
被
寄

る
。
二
十

一
日
、
や
っ
と
粉
ミ
を
受
け
た
と
聞
い
て
い
た
の

ル
ク
を
届
り
る
日
が
く
る
。
懇
で
、
ガ
イ
ド
の
姐
さ
ん
に
「
南

口
に
な
っ
て
く
れ
た
「
朝
鮮
対
浦
の
主
少
」
も
た
ち
は
お
な
か
を

外
文
化
連
絡
協
隣
会
」
(
対
文
す
か
せ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
」

協
)
が
、
私
た
ち
の
た
め
に
マ
と
聞
い
た
が
「
金
将
軍
が
す
べ

イ
ク
ロ
パ
ス
、
乗
用
車
各

一
台
、
て
よ
く
し
て

τさ
る
と
信
じ
て

通
訳
を
提
供
し
て
久
だ
さ
る
一
。

い
ま
す
」
と
い
う
符
え
し
か
返

パ
ス
の
後
部
、
座
席
の
下
は
粉
っ
て
こ
な
い
。

ミ
ル
ク
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
で
い
っ
こ
こ
で
昼
。
港
に
近
い
船
員

草
の
根
の
新
し
い
風
に

性
暴
力
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
開
設

、-ウイスキ

⑨
島
地
U

.
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(10) 

評
判
は
今
一
つ
。
そ
こ
で
、
お
一
く
す
る
。

せ
ち
料
理
に
一
昌
明
。
え
て
、
お
一
②
カ
ブ
の
皮
が
否
き
、
よ
か

4
司
も
て
な
し
料
理
に
し
て
は
い
か
一
色
凶
程
度
の
と
こ
ろ
を
切
っ
て

加
が
で
し
ょ
急
。
こ
の
コ
ー
ナ
一
ふ
た
に
す
る
。
カ
ブ
の
縁
を

砂
ー
で
紹
介
し
た
料
理
で
、
作
り

一7
凹
ほ
ど
残
し
て
中
を
繰
り
抜

置
き
が
で
き
た
り
、
急
な
お
客
一
き
、
さ
っ
と
ゆ
で
る
。

様
で
も
簡
単
に
で
き
る
料
理
で

一・
③
え
ぴ
は
飾
り
用
に
4
尾
残

餅
に
お
せ
ち
に
ミ
力
ン
:
・
。
違
い
は
あ
っ
て
も
、
ど
こ
の
お
す
。
こ
れ
で
、
あ
な
た
の
正
月
一
し
、
残
り
は
細
か
く
刻
み
、
塩

「
飽
き
て
=
百
も
食
べ
た
く
な
宅
で
も
同

P
も
の
だ
し
」
な
ど
料
理
も
バ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
一
少
々
と
@
の
ス
パ
イ
ス
で
下
味

い
」
「
今
じ
ゃ
正
月
か
ら
コ
ン
な
ど
、
日
本
の
伝
統
的
な
正
月
す
る
こ
と
間
違
い
な
し
。
健
闘
一
を
つ
け
②
の
カ
ブ
に
詰
め
、
飾

ビ
こ
が
開
い
て
い
る
」
「
昧
の
料
理
も
、
最
近
の
若
い
人
達
の
を
祈
り
ま
す
。

一
り
え
ぴ
と
チ
ー
ズ
を
の
せ
る
。

3
3
2
3叫時
3
3
3
3
9
3
3
3
5、
?
と
接
持
拡
持
主
義
器
禁
、
M
L
I
r
t
L

④
鍋
に
水
を
l
C入
れ
て
沸

ゃ
れ
れ
わ
円
三
年
ぷ
か
ぐ
ぷ
v
h
A
d
v
J
A
J
川
し
、
肉
が
ひ
た
ひ
た
に
な
る
ま
一
抑
制
W

制緩
JwmurA州
議
船
出
ハ
川
市
川
護

v
沼
騰
さ
せ
、
ス
l
プ
の
素
を
加
え

議

湾

建

一

訪

問

ゆ

で

水

を

足

す

。

一

が

滋

注

…

…

浩

一

緒

的

た

ら

、

ヵ

ブ

を

並

べ

て

入

れ

、

日
本
料
理
に
な
い
香
り
で
、
③
強
火
で
沸
騰
さ
せ
て
か
ろ
一
淡
泊
な
カ
ブ
の
容
器
の
中
か
カ
ブ
の
ふ
た
を
し
て
ブ
ラ
ッ
ク

ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
火
を
弱
め
、
落
と
し
蓋
を
し
て
一
色
、
ト
ロ
リ
と
し
た
チ
ー
ズ
が
ペ
パ

l
(ホ
ウ
ル
)
を
加
え
、

ぅ
。
五
香
粉
が
中
華
風
味
を
か
汁
が
半
分
に
な
る
ま
で
煮
詰
め
一
山
山
て
く
る
意
外
な
取
り
合
わ
煮
汁
を
上
か
ら
か
け
な
が
ら
約

も
し
だ
し
ま
す
。
豚
肉
に
含
ま
る
。
一
せ
。
エ
ビ
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
叩
分
煮
る
。

れ
る
ビ
タ
ミ
ン
B
は
、
疲
労
④
つ
り
合
わ
せ
の
野
菜
は
、
一
華
や
か
に
。
若
い
人
に
も
う
け
⑤
仕
上
げ
に
コ
l
ン
ス
タ
ー

回
復
に
最
適
の
ビ
タ
ミ
ン
で
全
部
細
い
千
切
り
に
し
、
水
に
一
る
味
で
す
。
食
週
が
好
む
ハ

l

チ
を
水
で
溶
い
て
加
え
、
と
ろ

す
。
つ
け
て
パ
リ
ッ
と
さ
せ
、
水
切
一
ブ
、
タ
ラ
ゴ
ン
を
使
っ
て
み
ま
み
を
つ
廿
る
。

り

を

し

て

お

く

。

一

し

た

。

{作
り
方
】

⑤
皿
に
肉
を
盛
り
つ
り
、
そ
一

①
豚
肉
に
五
香
粉
を
握
り
か
の
上
に
野
菜
を
と
ん
も
り
と
盛
一

【作
り
方
】

け
、
ご
ま
油
で
こ
ん
が
り
焼
く
。
り
、
上
か
ら
肉
汁
を
少
し
か
り
一
①
カ
ブ
は
、
茎
を
1
・
5
m

②

鍋

に

@

の

材

料

を

入

れ

、

る

。

一

残

し

て

切

り

、

よ

く

洗

う

。

底

ね

ぎ

と

薄

切

り

に

し

た

し

よ

う

の

部

分

を

少

し

切

り

安

定

を

よ

が
を
加
え
、
焼
い
た
豚
肉
を
戻

〈木曜日〉

手聞をかけずに意外な一品アイデア料理でおもてなし

す。
いつも、ライオン製品をご愛用いただきまして、ありがとうございます。

今年もより快適な暮らしのために、ライオンは時代を先取りした商品を皆様に自信を持ってお届け致します。

1998年 1月守日

まし、

材
料

(
4人
分
)

コ
カ
ブ
(
大
)
4個、

…
む
き
え
び
刷
g
、
①
〈
タ
一

…
ラ
ゴ
ン
小
さ
じ
凶
、
ガ
ー

…
リ
ッ
ク
(
パ
ウ
ダ
ー
)
小
・

さ
じ
凶
、
ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ

-
l
小
さ
じ
均
、
カ
イ
エ
ン

ペ
パ

l
一
握
り
て
モ
ッ

…
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
(
溶
け

…
る
チ
ー
ズ
)
叩
g
、
固
形

一ス
l
プ
の
素
凶
個
、
ブ
ラ

・
ッ
ク
ペ
パ
1
(ホ
ウ
ル
)

…
5
粒
、
塩
少
々
、
コ
ー
ン

…
ス
タ
l
チ
大
さ
じ
l

ざ
司令

、圃圃

赤ぎ 2さ醤⑤l!3ま
ピ凶¥くじ油〈本 1由豚荷
l本'I 2大五、大ロ料

J 、さ香しさ l:z三星砂刊さじ語大;
;個うわ糖、さ示 1， 4分:
〉かせ小老 b弘、最)
5〈さ酒拘片ね可
句、ねじ大、、ぎご

つと

いつも暮らしの中に

で

~ 

缶
を
使
っ
た
料
理
で
す
。
急
に
③
ボ
ウ
ル
に
じ
ゃ
が
い
も
、

大
勢
の
人
が
訪
ね
て
き
て
も
、
ツ
ナ
、
玉
ね
ぎ
、
ス
パ
イ
ス
、

己
れ
な
ら
対
応
で
き
ま
す
。
ク
塩
を
入
れ
て
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

ミ
ン
、
タ
l
メ
リ
ッ
ク
を
使
っ
④
さ
ら
に
溶
き
ほ
ぐ
し
た

た
カ
レ
I
風
味
な
の
で
、
万
人
卵
、
パ
ン
粉
を
加
え
よ
く
混
ぜ
、

向
き
で
す
。
大
人
に
は
、
カ
イ
却

g
見
当
で
丸
め
て
揚
げ
る
。

エ
ン
ペ
パ

i
を
加
え
て
。
⑤
器
に
盛
り
、
季
節
の
野
菜

な
ど
を
ソ
テ
ー
し
て
添
え
る
。

材
料

(4
人
分
)

じ
ゃ
が
い
も
(
中
)
3
一

…
個
、
ッ
ナ
缶
詰
l
缶
(
則
一

g
)、
玉
ね
ぎ
(
小
)
M
M
個、

…
パ
ン
粉
I
C弱
、
ス
パ
イ
…

…
ス
〈
タ
1
メ
リ
ッ
ク
小
さ

…
じ
l
、
ク
ミ
ン
(
パ
ウ
ダ
…

…
l
)
小
さ
じ
l
、
セ
l
ジ

(
パ
ウ
ダ
ー
)
小
さ
じ
凶
、
…

…
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
(
パ
ウ
ダ
…

一
l
)
小
さ
じ
l
、
パ
セ
リ
…

(
ホ
ウ
ル
)
小
さ
じ
l
〉、…

い
塩
小
さ
じ
M

川
、
サ
ラ
ダ
油
・

…

適

宜

一

食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。
豆
板
醤
千
切
り
に
す
る
。

と
ご
ま
油
が
、
エ
ノ
キ
茸
の
味

③
鍋
に
ご
ま
油
、
盾
辛
子
を

を
引
き
立
て
ま
す
。
熱
し
、
え
の
き
茸
と
ピ
ー
マ
ン

を
妙
め
て
か
ら
、
醤
油
、
み
り

ん
、
豆
板
醤
を
加
え
て
味
を
と

と
の
-
え
る
。

④
チ
コ
リ
を
l
枚
ず
つ
は
が

し
て
器
に
し
、
盛
り
つ
け
る
。

材
料
え
の
き
茸
3
袋
、
赤
ピ
一

…
l
マ
ン
1
個
、
豆
板
醤
小

…
さ
じ
は
位
、
唐
辛
子
(
輪
切
・

…
り
)
小
さ
じ
凶
、
醤
油
大
・

…
さ
じ
l
見
、
み
り
ん
大
さ
…

…
じ
2
、
ご
ま
油
大
さ
じ
1
、

…
チ
コ
リ
l
個

.:1 

め

-一'1主主

お

【
作
り
方
】

①
え
の
き
茸
は
、
根
の
部
分

を
切
り
港
と
す
。

②
ピ
ー
マ
ン
は
長
さ
5
叩
の

~ 

【
作
り
方
〕

①
じ
ゃ
が
い
も
は
皮
つ
き
の

ま
ま
ゆ
で
、
火
が
通
っ
た
ら
皮

を
む
き
、
熱
い
う
ち
に
つ
ぶ
す
。

②
ツ
ナ
の
缶
詰
は
油
を
切

り
、
ほ
ぐ
す
。
玉
ね
ぎ
は
み
じ

ん
切
り
に
す
る
。

てし±AV 
け明

(第3種郵便物飽可)

， 


